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丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
発
表
資
料
翻
刻
加
藤
周
一
書
簡
丸
山
眞
男
宛
二
六
点
鷲
巣
力
・
川
口
雄
一
・
金
子
元
・
山
辺
春
彦
（
編
注
）
加
藤
周
一
書
簡
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
丸
山
文
庫
に
は
、
段
ボ
ー
ル
二
六
箱
に
及
ぶ
丸
山
眞
男
宛
の
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
そ
の
調
査
と
整
理
を
進
め
て
い
る
が
、
発
信
者
・
受
信
者
や
そ
の
ご
親
族
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
な
ど
を
考
慮
し
て
、
原
則
非
公
開
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
・
松
沢
弘
陽
氏
が
、
書
簡
の
内
容
の
重
要
性
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
わ
た
る
お
そ
れ
と
の
双
方
の
関
係
に
留
意
し
て
、
日
本
人
か
ら
の
来
簡
の
大
要
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
い
ち
早
く
公
開
す
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
お
そ
れ
を
ク
リ
ア
出
来
る
と
思
わ
れ
る
書
簡
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
判
断
の
一
端
に
つ
い
て
は
、「
吉
野
源
三
郎
書
簡
丸
山
眞
男
宛
三
六
点
」（
本
『
報
告
』
第
九
号
掲
載
）
冒
頭
の
大
久
保
喬
樹
・
前
セ
ン
タ
ー
長
の
ま
え
が
き
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
は
、
前
に
翻
刻
し
た
吉
野
源
三
郎
書
簡
と
同
様
の
観
点
に
基
づ
き
、
加
藤
周
一
書
簡
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
著
作
権
継
承
者
の
本
村
雄
一
郎
氏
、
長
谷
川
季
里
子
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
加
藤
周
一
（
一
九
一
九
―
二
〇
〇
八
）
は
、
戦
時
中
に
押
韻
定
型
詩
を
試
み
る
文
学
運
動
「
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
文
学
を
中
心
と
し
た
文
筆
活
動
を
始
め
、
敗
戦
直
後
か
ら
『
近
代
文
学
』、『
綜
合
文
化
』、『
新
日
本
文
学
』
な
ど
の
雑
誌
で
執
筆
活
動
を
展
開
し
た
。
以
後
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
文
学
、
同
時
代
の
政
治
社
会
に
つ
い
て
執
筆
・
発
言
を
続
け
た
。
代
表
的
著
作
に
、『
雑
種
文
化
―
日
本
の
小
さ
な
希
望
』（
一
九
五
六
）、『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
』（
一
九
五
九
）、『
羊
の
歌
』（
一
九
六
八
）、『
日
本
文
学
史
序
説
』（
上
巻
一
九
七
五
、
下
巻
一
九
八
〇
）、『
夕
陽
妄
語
』（
一
九
八
四
―
二
〇
〇
八
）、『
日
本
文
化
に
お
け
る
時
間
と
空
間
』（
二
〇
〇
七
）
な
ど
が
あ
る
。
加
藤
と
丸
山
の
関
係
は
、
丸
山
に
よ
れ
ば
一
九
四
九
、五
〇
年
頃
、「
野
尻
湖
か
何
か
」で
の
出
会
い
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、『
岩
波
講
座
現
代
思
想
』第
五
巻「
反
動
の
思
想
」（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
）、『
日
本
近
代
思
想
大
系
』（
全
二
三
巻
・
別
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
―
九
二
）
等
、
共
同
の
仕
事
が
多
数
あ
る
。
こ
の
間
の
二
人
の
交
流
は
、
こ
の
加
藤
書
簡
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
丸
山
に
お
け
る
加
藤
の
存
在
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、「
文
学
史
と
思
想
史
に
― 31 ―
つ
い
て
―
Ｗ
君
と
の
雑
談
」（
一
九
八
〇
年
五
月
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
一
巻
に
収
録
）、
ま
た
こ
の
原
稿
の
元
と
な
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
記
録
「『
加
藤
周
一
著
作
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九
八
〇
年
三
月
、『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
三
巻
に
収
録
）
が
あ
る
。
今
回
の
翻
刻
で
は
、
鷲
巣
力
氏
に
ご
協
力
を
仰
い
だ
。
鷲
巣
氏
は
、
長
年
平
凡
社
に
お
勤
め
に
な
り
、
加
藤
周
一
や
林
達
夫
と
共
に
仕
事
を
さ
れ
た
。『
加
藤
周
一
著
作
集
』（
全
二
四
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
八
―
二
〇
一
〇
）
を
担
当
さ
れ
た
が
、
丸
山
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
「
Ｗ
君
」
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
鷲
巣
氏
で
あ
る
。
そ
の
ご
経
験
と
知
見
に
よ
っ
て
、『
加
藤
周
一
自
選
集
』（
全
一
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
―
二
〇
一
〇
）、『
加
藤
周
一
が
書
い
た
加
藤
周
一
―
の
「
ま
え
が
91
き
」
と
の
「
あ
と
が
き
」』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
）
の
編
集
に
携
わ
り
、『
加
藤
11
周
一
を
読
む
―
「
理
」
の
人
に
し
て
「
情
」
の
人
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
）、
『「
加
藤
周
一
」
と
い
う
生
き
方
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
）
な
ど
の
加
藤
論
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
よ
り
、
立
命
館
大
学
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
に
開
設
さ
れ
た
加
藤
周
一
文
庫
の
整
理
・
公
開
作
業
に
携
わ
り
、
二
〇
一
五
年
か
ら
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ご
経
験
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
同
氏
よ
り
多
大
な
ご
助
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
整
理
と
本
文
の
校
訂
を
鷲
巣
氏
・
川
口
雄
一
・
金
子
元
・
山
辺
春
彦
が
行
い
、
直
後
注
は
鷲
巣
氏
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
鷲
巣
力
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
篠
目
清
美
凡
例
一
、
書
簡
の
配
列
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
配
列
順
に
三
桁
の
書
簡
番
号
を
付
し
た
。
一
、
か
な
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
促
音
は
小
書
き
で
統
一
し
た
。
一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
字
体
を
用
い
た
が
、
人
名
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
一
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
は
特
に
断
り
な
く
訂
正
し
、
句
読
点
を
適
宜
整
え
た
。
一
、
封
筒
表
・
封
筒
裏
な
ど
、
記
述
の
場
所
を
表
示
す
る
際
は
﹇
﹈（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
を
用
い
た
。
編
者
に
よ
る
補
足
は
〔
〕（
亀
甲
括
弧
）
で
示
し
た
。
一
、
末
尾
に
書
簡
の
タ
イ
ト
ル
を
一
覧
と
し
て
掲
げ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
内
容
に
即
し
て
編
者
が
付
し
た
。
〇
〇
一
一
九
五
七
年
四
月
八
日
「
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
」
上
・
下
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
上
巻
は
す
で
に
一
本
を
贖
っ
て
通
読
し
、
下
巻
を
買
お
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
著
者
署
名
の
二
巻
は
秘[カ]
蔵
し
ま
す
。
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
多
い
本
で
す
。
新
聞
で
ノ
ー
マ
ン
氏
の
訃
報
を
聞
い
て
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。
実
に
暗
い
気
も
ち
で
す
。
直
接
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
間
接
に
遠
い
責
任
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
も
う
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
十
七
日
に
岩
波
で
ま
た
お
目
に
か
ゝ
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
と
き「
反
動
思
想
」
と
い
う
こ
と
で
御
教
示
下
さ
い
。
御
礼
ま
で
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﹇
葉
書
上
欄
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
三
一
九
丸
山
眞
男
様
加
藤
周
一
〔『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
送
付
礼
状
、
ノ
ー
マ
ン
の
訃
報
に
接
し
て
〕
丸
山
眞
男
の
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
上
巻
（
未
来
社
）
は
一
九
五
六
年
一
二
月
に
、
同
下
巻
は
一
九
五
七
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
加
藤
周
一
が
上
巻
を
購
入
し
た
の
ち
に
、
上
下
巻
を
丸
山
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
礼
状
と
し
て
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
一
九
五
七
年
三
月
の
時
点
で
、
丸
山
が
加
藤
に
自
著
を
寄
贈
す
べ
き
だ
と
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
、
い
っ
た
い
丸
山
と
加
藤
は
い
つ
知
己
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。「
戦
時
中
に
は
丸
山
さ
ん
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
加
藤
は
語
っ
て
お
り
、
知
り
あ
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
敗
戦
直
前
か
ら
直
後
ま
で
、
加
藤
は
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
病
院
佐
々
内
科
の
一
員
と
し
て
、
信
州
上
田
に
疎
開
し
た
。
一
九
四
五
年
九
月
に
東
京
へ
戻
る
が
、
戻
り
先
の
住
所
は
東
京
都
目
黒
区
宮
前
町
一
四
番
地
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
一
九
四
九
年
ま
で
同
地
に
住
ま
い
し
た
。
一
方
、
丸
山
は
一
九
四
六
年
に
目
黒
区
宮
前
町
六
四
番
地
に
転
居
し
、
一
九
五
二
年
ま
で
住
み
つ
づ
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
六
年
か
ら
四
九
年
ま
で
、
ふ
た
り
は
同
じ
町
内
に
住
ま
い
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
を
お
互
い
に
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
、
丸
山
に
「
初
め
て
加
藤
君
と
会
っ
た
の
が
昭
和
二
四
、五
年
ご
ろ
、
野
尻
湖
か
何
か
」（「『
加
藤
周
一
著
作
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」
編
者
注
⑭
、『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
）
と
い
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
加
藤
が
丸
山
の
著
書
を
刊
行
後
す
ぐ
に
読
ん
だ
の
は
、
こ
の
頃
加
藤
が
『
雑
種
文
化
―
日
本
の
小
さ
な
希
望
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
六
）
や
「
近
代
日
本
の
文
明
史
的
位
置
」
（『
中
央
公
論
』
一
九
五
七
年
三
月
号
）
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
が
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
自
死
す
る
の
は
一
九
五
七
年
四
月
四
日
で
あ
り
、
こ
の
書
簡
が
認
め
ら
れ
た
四
日
前
の
こ
と
で
あ
る
。
加
藤
が
「
間
接
に
遠
い
責
任
を
感
じ
ま
す
」
と
記
し
た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
加
藤
を
ノ
ー
マ
ン
に
引
き
あ
わ
せ
た
の
は
渡
辺
一
夫
で
あ
る
が
、
加
藤
が
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
頃
（
一
九
五
一
―
一
九
五
五
）、
ノ
ー
マ
ン
は
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
勤
務
し
た
。
パ
リ
で
ノ
ー
マ
ン
と
加
藤
は
何
回
か
会
っ
て
い
る
が
、
あ
る
日
の
深
夜
、偶
然
に
出
会
い
、路
上
で
長
い
立
ち
話
を
交
わ
す
。
そ
の
と
き
ノ
ー
マ
ン
は「
非
米
活
動
委
員
会
」
の
こ
と
や
彼
を
と
り
ま
く
カ
ナ
ダ
外
務
省
内
の
微
妙
な
関
係
に
つ
い
て
、
実
名
を
挙
げ
な
が
ら
問
わ
ず
語
り
に
語
っ
た
（『
続
羊
の
歌
』「
海
峡
の
彼
方
」、
一
三
六
頁
、
改
版
一
五
五
頁
）。
ノ
ー
マ
ン
が
置
か
れ
た
む
つ
か
し
い
状
況
を
う
す
う
す
知
り
な
が
ら
、
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
加
藤
は
「
間
接
に
遠
い
責
任
を
」
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
ノ
ー
マ
ン
は
外
交
官
を
辞
し
て
、
カ
ナ
ダ
・
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
に
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
の
招
聘
に
応
じ
て
同
大
学
に
籍
を
置
く
心
づ
も
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
実
現
せ
ず
、
そ
の
数
年
後
に
加
藤
が
同
大
学
に
赴
任
し
、
同
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
ノ
ー
マ
ン
の
蔵
書
を
使
っ
て
日
本
文
化
史
研
究
を
進
め
た
。
「
十
七
日
に
岩
波
で
ま
た
お
目
に
か
ゝ
れ
る
は
ず
」
だ
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
日
に
岩
波
書
店
で
、
丸
山
、
加
藤
そ
し
て
竹
内
好
が
集
ま
る
予
定
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
人
は
『
岩
波
講
座
現
代
思
想
』
第
五
巻
「
反
動
の
思
想
」
へ
の
寄
稿
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。「
「反
動
思
想
」と
い
う
こ
と
で
御
教
示
下
さ
い
」
と
綴
っ
た
の
は
、
同
巻
の
責
任
編
集
は
丸
山
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
加
藤
は
執
筆
に
あ
た
り
丸
山
の
考
え
を
聞
い
て
お
く
必
要
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
丸
山
は
「
反
動
の
概
念
―
ひ
と
つ
の
思
想
史
的
接
近
」
を
発
表
し
、
加
藤
は
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
反
動
の
論
理
」（『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
、
一
九
九
二
、
二
〇
一
〇
）
を
寄
稿
し
た
。
〇
〇
二
一
九
五
八
年
二
月
二
三
日
（
消
印
）
〔
自
宅
へ
の
地
図
の
た
め
省
略
〕
﹇
葉
書
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
三
一
九
丸
山
眞
男
様
世
田
谷
区
玉
川
上
野
毛
町
加
藤
周
一
14
〔
加
藤
宅
へ
の
案
内
図
（
ド
イ
ツ
語
）〕
丸
山
を
自
宅
に
招
く
た
め
の
書
簡
を
何
回
か
出
す
が
、
こ
の
書
簡
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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地
図
を
描
き
、
交
通
手
段
を
記
す
が
、
こ
こ
ま
で
丁
寧
に
案
内
す
る
こ
と
に
、
丸
山
に
対
す
る
敬
愛
の
念
と
、
何
と
し
て
も
丸
山
を
自
宅
に
招
き
た
い
と
い
う
意
思
を
感
じ
る
。
〇
〇
三
一
九
五
八
年
三
月
三
日
先
日
の
御
病
人
の
こ
と
、
御
力
添
え
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
全
く
恐
縮
の
か
ぎ
り
で
す
。
奥
様
に
お
わ
び
申
上
げ
て
下
さ
い
。
小
生
の
家
に
お
い
で
下
さ
る
こ
と
は
、
小
生
の
側
で
は
夜
の
あ
い
て
い
る
日
が
沢
山
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
で
も
結
構
な
の
で
す
が
、
御
取
込
み
の
最
中
却
て
御
迷
惑
に
な
る
の
が
心
配
で
す
。
こ
の
月
末
か
来
月
は
じ
め
頃
ま
で
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
御
丁
ね
い
な
葉
書
を
い
た
だ
き
、
恐
縮
で
す
。
三
日
﹇
葉
書
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
三
一
九
丸
山
眞
男
様
世
田
谷
区
玉
川
上
野
毛
町
加
藤
周
一
14
〔
加
藤
宅
訪
問
延
期
の
件
〕
「
御
病
人
」
と
は
、
文
面
か
ら
判
断
す
る
に
、
丸
山
夫
人
に
近
し
い
方
だ
と
思
わ
れ
る
。
医
療
の
こ
と
で
加
藤
は
丸
山
か
ら
な
ん
ら
か
依
頼
、
あ
る
い
は
相
談
を
受
け
た
に
か
か
わ
ら
ず
、「
力
添
え
」
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
詫
び
状
を
認
め
た
。
そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
丸
山
の
来
訪
を
日
延
べ
し
よ
う
と
提
案
す
る
。
〇
〇
四
一
九
五
八
年
四
月
一
日
そ
の
後
御
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
三
月
の
は
じ
め
小
生
宅
へ
お
い
で
下
さ
る
こ
と
、
の
び
の
び
に
な
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
四
月
十
二
日
（
土
）
六
時
に
御
都
合
が
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
お
い
で
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
も
し
そ
の
日
の
御
都
合
が
わ
る
け
れ
ば
、
十
九
日
（
土
）
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
御
返
事
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す
。
四
月
一
日
﹇
葉
書
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
三
一
九
丸
山
眞
男
様
世
田
谷
区
玉
川
上
野
毛
町
加
藤
周
一
14
〔
加
藤
宅
訪
問
の
件
〕
〇
〇
二
の
書
簡
で
提
案
し
、
そ
の
後
〇
〇
三
の
書
簡
で
日
延
べ
さ
れ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
四
月
一
二
日
の
加
藤
宅
へ
の
来
訪
を
請
う
た
。
加
藤
が
遺
し
た
手
帳
に
は
、
四
月
一
二
日
は
さ
ら
に
取
り
消
さ
れ
、
同
月
一
九
日
に
丸
山
夫
妻
の
来
訪
予
定
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
日
の
丸
山
夫
妻
の
来
訪
の
有
無
は
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
。
〇
〇
五
一
九
五
九
年
九
月
四
日
文
学
史
講
座
の
神
速
、
原
稿
を
わ
た
す
や
否
や
本
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
鷗
外
に
は
大
変
苦
労
し
て
、
留
学
時
代
だ
け
ど
う
や
ら
論
じ
ま
し
た
が
、
あ
と
は
全
く
か
け
足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦
争
と
知
識
人
―
チ
ク
マ
の
講
座
の
方
は
そ
の
ま
え
に
と
に
か
く
書
き
ま
し
た
。
文
士
を
主
な
材
料
に
し
た
の
で
す
が
、
日
本
の
文
士
と
思
想
と
い
う
題
目
は
、
あ
ら
た
め
て
独
特
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。
徹
底
的
に
考
え
な
い
人
の
思
想
と
い
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う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
面
倒
で
す
。
本
人
に
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
他
人
が
わ
か
ろ
う
と
す
る
の
で
す
か
ら
。
電
話
を
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
午
前
中
、
土
曜
日
以
外
は
家
に
居
り
ま
す
。
そ
の
上
で
お
め
に
か
ゝ
る
と
き
を
き
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
S.K
ato
14,K
am
inoge-m
achi
〔
タ
イ
プ
]
Setagata-ku,T
okyo
70:1824
﹇
葉
書
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
三
一
九
丸
山
眞
男
様
〔『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』、
筑
摩
書
房
『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
』
の
件
〕
「
文
学
史
講
座
」
と
は
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
第
一
五
巻
（
同
年
八
月
刊
）
に
「
鷗
外
」
を
発
表
し
た
。
の
ち
に
「
鷗
外
と
そ
の
時
代
」
と
改
題
さ
れ
て
著
作
集
や
自
選
集
に
収
録
さ
れ
る
（
著
作
集
第
六
巻
、
自
選
集
第
二
巻
所
収
）。
こ
の
論
考
は
鷗
外
の
ド
イ
ツ
留
学
ま
で
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
簡
略
に
記
さ
れ
る
。「
あ
と
は
全
く
か
け
足
に
」
な
っ
た
ひ
と
つ
の
理
由
に
、
同
年
九
月
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
準
備
委
員
会
に
出
席
す
る
た
め
、
加
藤
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
旅
立
つ
予
定
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
戦
争
と
知
識
人
」（
著
作
集
第
八
巻
、
自
選
集
第
二
巻
所
収
）
は
、
筑
摩
書
房
の
『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
』
第
四
巻
「
知
識
人
の
生
成
と
役
割
」（
同
年
九
月
刊
）
所
収
の
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
知
識
人
の
戦
争
責
任
を
直
接
的
に
問
題
と
し
た
論
考
で
は
な
く
、
戦
争
中
に
日
本
の
知
識
人
が
取
っ
た
言
動
の
よ
っ
て
来
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
考
で
あ
る
。「
日
本
の
文
士
と
思
想
と
い
う
題
目
」
と
あ
る
が
、
本
論
考
で
は
い
わ
ゆ
る
「
文
士
」
だ
け
を
取
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
加
藤
に
と
っ
て
も
っ
と
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
亀
井
勝
一
郎
、
高
見
順
、
横
光
利
一
と
い
っ
た
作
家
た
ち
の
言
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
考
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
丸
山
の
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
を
参
考
に
し
て
い
る
。
〇
〇
六
一
九
六
一
年
一
月
七
日
（
消
印
）
謹
賀
新
年
。
こ
の
新
年
は
合
衆
国
と
キ
ュ
ー
バ
の
外
交
関
係
断
絶
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
い
く
さ
な
く
し
て
過
る
こ
と
を
切
に
祈
り
ま
す
。
降
誕
祭
休
暇
中
桑
港
に
行
き
、（
許
薫
[マ
マ
]酒
入
金
門
！
）
Stanford
や
B
erkeley
の
若
干
の
人
々
に
会
い
ま
し
た
。
Scalapino
氏
は
石
田
雄
さ
ん
が
九
月
に
来
る
の
だ
と
い
っ
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
日
本
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
F
euer
教
授
は
、
大
い
に
鶴
見
兄
妹
と
丸
山
眞
男
・
桑
原
武
夫
か
ら
強
い
印
象
を
う
け
た
よ
う
で
す
。
W
right-M
ils
氏
の
近
著
「
き
け
、
ヤ
ン
キ
ー
」
は
題
も
奇
抜
、
書
き
様
も
妙
な
本
で
す
が
、
た
し
か
に
真
実
を
含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
こ
の
島
国
の
歴
史
的
な
意
味
は
決
定
的
に
大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
桑
港
市
街
は
美
、
美
術
館
の
内
容
は
目
下
貧
し
く
、
絵
は
が
き
も
辛
じ
て
こ
の
一
枚
を
み
つ
け
ま
し
た
。
北
米
に
来
ら
れ
ま
す
か
。
何
か
そ
う
い
う
予
定
が
き
ま
っ
た
ら
、
教
え
て
下
さ
い
。
S.K
ato
D
ept.of
A
sian
Studies
U
niversity
of
B
ritish
C
olum
bia
V
ancouver,B
.C
.C
anada
﹇
葉
書
右
欄
﹈
H
errn
Prof.M
aruyam
a
T
okyo
JA
PA
N
東
京
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
三
一
九
丸
山
眞
男
様
〔
賀
状
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
訪
問
所
感
〕
一
九
六
〇
年
九
月
に
、
加
藤
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
ア
ジ
ア
研
究
科
の
准
教
授
と
し
て
赴
任
す
る
。
全
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米
ア
ジ
ア
学
会
の
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
近
代
日
本
研
究
会
議
主
催
の
「
近
代
化
に
対
す
る
日
本
人
の
態
度
の
変
遷
」
を
主
題
と
す
る
「
箱
根
予
備
会
議
」
に
丸
山
ら
と
と
も
に
参
加
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
渡
っ
た
の
は
、
ロ
ナ
ル
ド
・
Ｐ
・
ド
ー
ア
氏
が
Ｕ
Ｂ
Ｃ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
イ
コ
ノ
ミ
ク
ス
に
転
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
ド
ー
ア
氏
の
後
任
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
ド
ー
ア
氏
と
加
藤
の
関
係
は
、
加
藤
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
、
ド
ー
ア
氏
の
二
度
目
の
来
日
の
と
き
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
神
戸
ま
で
の
六
週
間
余
り
の
あ
い
だ
船
旅
を
と
も
に
し
た
こ
と
で
深
め
ら
れ
た
。
一
九
六
一
年
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
キ
ュ
ー
バ
と
の
国
交
断
絶
で
始
ま
る
。
一
九
五
九
年
一
月
、
キ
ュ
ー
バ
の
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
は
革
命
政
権
を
樹
立
す
る
が
、
キ
ュ
ー
バ
に
は
ア
メ
リ
カ
資
本
が
投
下
さ
れ
て
い
た
。
革
命
が
進
む
に
従
っ
て
、
キ
ュ
ー
バ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
対
立
は
次
第
に
激
し
く
な
る
。
一
九
六
一
年
一
月
三
日
、
つ
い
に
両
国
は
国
交
を
断
絶
し
た
。
そ
の
直
後
に
こ
の
書
簡
は
書
か
れ
る
。
両
国
の
関
係
は
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
下
に
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
一
九
六
二
年
に
は
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」
が
出
来
す
る
が
、「
い
く
さ
な
く
し
て
過
る
こ
と
を
切
に
祈
り
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
加
藤
は
一
九
六
一
年
一
月
の
時
点
で
、
両
国
関
係
が
一
触
即
発
に
ま
で
到
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
本
稿
に
翻
刻
さ
れ
た
加
藤
の
書
簡
の
お
よ
そ
半
数
に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
国
際
政
治
状
況
、
国
内
政
治
状
況
に
関
す
る
意
見
や
感
想
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
丸
山
が
政
治
思
想
史
学
者
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
加
藤
は
誰
に
対
す
る
書
簡
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
政
治
的
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
習
い
と
し
た
。
日
本
の
多
く
の
知
識
人
と
は
異
な
る
習
慣
を
も
っ
て
い
た
。
降
誕
祭
休
暇
中
に
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
訪
れ
た
旅
は
、
加
藤
に
と
っ
て
の
初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
で
あ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、
政
治
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ス
カ
ラ
ピ
ー
ノ
や
社
会
学
者
の
ル
イ
ス
・
フ
ォ
イ
ヤ
ー
に
会
っ
た
。
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
の
『
き
け
、
ヤ
ン
キ
ー
』（
原
題
は
《
L
isten,Y
ankee》）
は
、
一
九
六
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
、
キ
ュ
ー
バ
を
訪
れ
た
見
聞
を
も
と
に
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
も
の
の
見
方
を
明
ら
か
に
し
た
。「
ど
う
も
こ
の
島
国
の
歴
史
的
な
意
味
は
…
…
」
の
「
こ
の
島
国
」
と
は
「
日
本
」
の
こ
と
で
は
な
く
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
を
指
す
。「
私
に
は
ア
メ
リ
カ
が
一
個
の
巨
大
な
島
国
の
よ
う
に
み
え
る
」（「
あ
め
り
か
・
一
九
― 36 ―
図版１
六
二
」、
著
作
集
第
九
巻
一
六
三
頁
）
と
加
藤
は
書
い
て
い
る
。
「
許
薫
酒
入
金
門
」
と
記
し
た
の
は
、
加
藤
が
好
む
ユ
ー
モ
ア
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
は
禅
寺
の
山
門
脇
に
掲
げ
ら
れ
る
「
不
許
葷
酒
入
山
門
」
を
も
じ
っ
た
表
現
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
は
「
東
高
西
低
」
で
、
東
部
に
優
れ
た
美
術
館
が
多
く
、
西
部
に
は
少
な
い
。
加
藤
は
訪
れ
た
街
の
美
術
館
に
足
を
運
ぶ
の
を
常
と
し
、
こ
の
と
き
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
美
術
館
に
行
っ
た
。
美
術
館
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
と
気
に
入
っ
た
作
品
の
絵
葉
書
を
購
入
し
、
そ
の
絵
葉
書
を
使
う
こ
と
を
習
い
と
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
あ
ま
り
気
に
入
っ
た
絵
葉
書
が
な
く
「
辛
じ
て
こ
の
一
枚
を
み
つ
け
」
た
の
だ
ろ
う
。
メ
キ
シ
コ
の
画
家
デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ヴ
ェ
ラ
の
作
品
の
絵
葉
書
（
前
頁
の
図
版
１
）
を
丸
山
に
送
っ
た
。
ち
な
み
に
、
リ
ヴ
ェ
ラ
、
オ
ロ
ス
コ
、
シ
ケ
イ
ロ
ス
と
い
っ
た
メ
キ
シ
コ
現
代
画
家
た
ち
を
加
藤
は
高
く
評
価
す
る
。「
革
命
の
芸
術
」
を
志
し
な
が
ら
「
芸
術
の
革
命
」
を
成
し
遂
げ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
〇
〇
七
一
九
六
一
年
五
月
二
日
（
消
印
）
そ
の
後
お
元
気
で
す
か
。
紐
育
市
地
下
鉄
の
隣
り
の
乗
客
が
日
本
語
ら
し
き
本
を
よ
ん
で
い
る
の
に
お
ど
ろ
き
、
み
れ
ば
一
巻
の
丸
山
眞
男
で
し
た
。
国
際
的
名
声
驚
く
べ
し
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｙ
氏
に
会
い
ま
し
た
。
相
変
ら
ず
元
気
一
ぱ
い
で
す
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
へ
来
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
来
ら
れ
れ
ば
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
米
国
は
き
き
し
に
勝
る
立
派
な
と
こ
ろ
で
、
ま
た
き
き
し
に
ま
さ
る
ひ
ど
い
と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。
お
元
気
で
。
加
藤
周
一
﹇
葉
書
右
欄
﹈
Prof.M
.M
aruyam
a
319
K
ichijō-jiM
U
SA
SH
IN
O
-SH
IT
O
K
Y
O
JA
PA
N
〔
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ひ
と
こ
ま
な
ど
〕
こ
の
書
簡
が
出
さ
れ
た
前
後
、
加
藤
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
て
い
た
。
葉
書
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
で
乗
り
合
わ
せ
た
乗
客
が
ど
ん
な
人
物
で
、
何
を
読
ん
で
い
た
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
特
殊
の
国
、
ア
メ
リ
カ
」（『
加
藤
周
一
世
界
漫
遊
記
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
四
、
一
一
頁
。『
世
界
漫
遊
記
』
に
は
複
数
の
版
が
あ
る
が
、
こ
の
件
は
本
版
の
み
に
掲
載
さ
れ
る
）
の
な
か
に
加
藤
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
た
。
そ
の
乗
客
は
青
年
で
あ
り
、
青
年
が
日
本
語
で
読
ん
で
い
た
書
物
は
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
加
藤
に
質
問
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
青
年
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
近
く
の
駅
で
降
車
し
た
と
あ
り
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
学
生
ま
た
は
院
生
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
会
っ
た
の
は
、
社
会
学
や
国
際
関
係
の
学
者
で
「
近
代
化
理
論
」
で
知
ら
れ
る
マ
リ
オ
ン
・
Ｊ
・
リ
ー
ヴ
ィ
だ
ろ
う
。
リ
ー
ヴ
ィ
は
一
九
六
〇
年
の
箱
根
会
議
に
参
加
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
人
だ
っ
た
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
で
、「
相
変
ら
ず
元
気
一
ぱ
い
で
す
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
米
国
は
き
き
し
に
勝
る
立
派
な
と
こ
ろ
で
、
ま
た
き
き
し
に
ま
さ
る
ひ
ど
い
と
こ
ろ
」
だ
と
綴
ら
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
ほ
ぼ
何
処
で
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
も
の
だ
ろ
う
。
一
九
六
〇
年
代
の
は
じ
め
、
加
藤
は
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
や
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
に
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
論
を
執
筆
し
て
お
り
、
あ
る
と
き
は
東
海
岸
を
訪
ね
、
あ
る
と
き
は
西
海
岸
を
訪
れ
て
い
た
。
そ
の
取
材
で
得
た
強
い
実
感
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
〇
〇
八
一
九
六
一
年
九
月
二
一
日
（
消
印
）
と
り
い
そ
ぎ
一
筆
。
九
月
末
米
国
へ
赴
か
れ
る
由
、
毎
日
の
桑
原
氏
か
ら
き
き
ま
し
た
。
H
arvard
の
宛
名
を
し
ら
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
当
大
学
の
A
sian
Studies
の
W
iliam
H
oland
氏
（
H
ead
of
― 37 ―
D
epartm
ent〔
学
部
長
〕）
は
、
東
京
か
ら
東
部
へ
向
う
道
中
、
此
処
へ
三
・
四
日
で
も
滞
在
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
滞
在
費
は
こ
ち
ら
も
ち
。
私
的
な
少
人
数
の
会
合
で
も
、
学
生
の
た
め
の
特
別
授
業
で
も
、
も
う
少
し
広
く
学
内
の
人
々
を
対
象
と
す
る
講
演
で
も
、
何
か
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す
。
一
回
で
も
、
二
回
で
も
結
構
。
ま
た
は
格
別
原
稿
を
用
意
さ
れ
な
い
座
談
会
の
よ
う
な
も
の
で
も
結
構
か
と
思
い
ま
す
。
も
し
途
上
V
ancouver
御
立
寄
の
件
が
可
能
な
ら
ば
、
日
附
を
お
報
ら
せ
下
さ
い
。
御
返
事
あ
り
次
第
、
H
oland
氏
か
ら
招
待
の
電
報
を
送
り
ま
す
。
カ
ナ
ダ
大
使
館
で
大
窪
さ
ん
が
査
証
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
度
お
め
に
か
か
れ
ば
小
生
に
と
っ
て
は
こ
の
上
も
な
い
幸
で
す
。
十
二
月
末
か
ら
一
月
は
じ
め
に
か
け
て
は
、私
が
東
部
へ
行
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
宛
名
は
上
記
の
通
り
。
電
話
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
学
、
U
.B
.C
.C
A
4-1111(E
xt.A
sian
Studies)
自
宅
、
W
A
-2-3487
今
引
越
し
と
学
校
の
授
業
の
は
じ
ま
り
と
が
重
っ
て
多
忙
で
す
。
そ
の
う
ち
落
着
く
と
思
い
ま
す
が
、
全
く
雑
事
に
閉
口
し
て
い
ま
す
。
今
夏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
ご
し
て
三
、
四
日
前
に
帰
っ
て
き
〔
た
〕
と
こ
ろ
で
す
が
、
戦
争
の
可
能
性
は
北
米
と
く
ら
べ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
全
く
強
調
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
い
ず
れ
御
拝
眉
の
節
。
加
藤
周
一
丸
山
眞
男
様
﹇
封
緘
葉
書
表
﹈
M
.M
asao
M
aruyam
a
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
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T
okyo
Japan
S.K
ato
U
niversity
ofB
ritish
C
olum
bia
A
sian
Studies
V
ancouver
8.,B
.C
.C
anada
〔
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
滞
在
の
勧
誘
〕
「
米
国
に
赴
か
れ
る
」
と
は
、
同
年
九
月
に
丸
山
が
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
へ
出
張
し
た
こ
と
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
〇
〇
九
で
註
す
る
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
へ
の
赴
任
を
指
す
の
か
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
丸
山
は
、
大
学
か
ら
命
じ
ら
れ
た
出
張
に
続
け
て
、
帰
国
す
る
こ
と
な
く
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
へ
赴
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
丸
山
が
渡
米
す
る
と
い
う
情
報
を
毎
日
新
聞
記
者
の
桑
原
隆
次
郎
か
ら
得
た
加
藤
は
、
ア
メ
リ
カ
に
来
る
途
次
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
立
ち
寄
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
桑
原
は
丸
山
の
信
頼
を
得
て
い
た
学
究
肌
の
記
者
だ
っ
た
と
い
う
（
牧
内
節
男
元
毎
日
新
聞
編
集
局
長
「
察
回
り
の
友
、
桑
原
隆
次
郎
君
の
思
い
出
」『
銀
座
一
丁
目
新
聞
』http://gin-
、
二
〇
一
七
年
二
月
二
一
日
閲
覧
）。
一
九
六
〇
new
s.w
hoselab.com
/081020/tsuido.htm
年
代
前
半
の
加
藤
は
、
朝
日
新
聞
と
の
関
係
よ
り
も
、
む
し
ろ
毎
日
新
聞
と
の
関
係
の
ほ
う
が
深
か
っ
た
。
桑
原
の
ほ
か
に
、
山
本
進
（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』）、
岡
本
博
（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』『
毎
日
グ
ラ
フ
』）、
高
瀬
善
男
（『
毎
日
新
聞
』
学
芸
部
）
と
い
っ
た
記
者
が
加
藤
と
親
し
く
し
て
い
た
。
「
当
大
学
の
（
中
略
）
W
ilam
H
oland
氏
」
は
、
太
平
洋
問
題
調
査
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
の
発
行
す
る
《
P
acific
A
fairs》
の
編
集
長
を
務
め
て
い
た
が
、
合
衆
国
に
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
と
き
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
は
ホ
ラ
ン
ド
を
招
聘
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｒ
は
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
ホ
ラ
ン
ド
は
《
P
acific
A
fairs》
と
と
も
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
移
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン
も
招
聘
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
〇
〇
一
に
触
れ
た
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
赴
い
た
当
初
、
加
藤
は
学
生
の
住
む
寄
宿
寮
に
入
り
、
そ
の
後
ホ
ラ
ン
ド
の
家
に
寄
宿
し
、
一
年
が
経
過
し
た
頃
に
、
ホ
ラ
ン
ド
の
家
を
出
た
。
つ
ま
り
、
時
間
的
に
近
接
し
て
ふ
た
つ
の
引
越
し
が
あ
っ
た
が
、
電
話
番
号
に
「
自
宅
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ラ
ン
ド
の
家
か
ら
の
引
越
し
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
引
越
し
」
と
「
学
校
の
授
業
の
は
じ
ま
り
」
― 38 ―
が
重
な
る
こ
と
と
な
り
「
多
忙
」
だ
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
戦
争
の
可
能
性
」
と
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
六
三
年
に
か
け
て
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
米
ソ
の
対
立
が
高
ま
り
、
戦
争
も
あ
り
う
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
〇
〇
九
一
九
六
一
年
一
〇
月
五
日
丸
山
眞
男
様
５
．
．
10
61
御
手
紙
拝
見
。
こ
の
手
紙
お
出
か
け
ま
で
に
間
に
合
う
か
ど
う
か
。
も
し
間
に
合
え
ば
、
ひ
こ
う
き
の
な
か
で
で
も
御
ら
ん
下
さ
い
。
東
部
に
一
度
行
か
れ
る
と
、
こ
ち
ら
へ
来
ら
れ
る
機
会
は
必
ず
し
も
多
か
ら
ず
と
思
う
の
で
、
今
か
ら
一
つ
提
案
し
て
お
き
ま
す
。
石
田
さ
ん
が
B
erkeley
へ
来
ら
れ
る
こ
と
は
か
ね
て
Scalapino
氏
よ
り
き
き
及
ん
で
い
ま
し
た
が
、
M
ichigan
の
こ
と
は
知
ら
ず
。
C
hristm
as
休
暇
に
、
A
nn
A
rbor（
M
ichigan
大
学
）
を
と
お
り
、
V
ancouver
へ
来
ら
れ
、
Seattle
経
由
で
B
erkeley
つ
ま
り
San
F
rancisco
へ
廻
り
、
そ
こ
か
ら
C
am
bridge,
M
ass.へ
か
え
る
と
い
う
一
廻
の
こ
と
を
考
え
て
下
さ
い
。
V
ancouver
は
東
部
か
ら
来
る
と
き
Seattle
乗
換
え
が
一
つ
の
方
法
、
T
oronto
か
ら
無
着
陸
で
と
ぶ
の
が
第
二
の
方
法
、
C
hicago
や
A
nn
A
rbor
で
旅
を
中
断
す
る
場
合
に
は
Seattle
乗
り
か
え
が
便
利
で
す
。
V
ancouver
飛
行
場
へ
つ
か
れ
て
か
ら
後
は
、
私
が
出
迎
え
に
行
き
、
私
の
家
に
と
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
御
滞
在
中
は
不
便
を
お
か
け
し
な
い
つ
も
り
で
す
。
私
の
方
は
女
房
と
二
人
暮
し
で
す
か
ら
、
な
が
く
滞
在
し
て
下
さ
れ
ば
そ
れ
だ
け
結
構
。
気
ま
ま
に
暮
せ
ま
す
。
冬
に
な
る
と
東
部
は
ひ
ど
く
寒
い
け
れ
ど
も
、
V
ancouver
は
気
候
温
暖
（
も
っ
と
も
取
柄
は
ほ
か
に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
で
、〝
休
む
〞
目
的
に
は
大
変
よ
い
と
思
い
ま
す
。
チ
ク
マ
の
講
座
の
仕
事
は
、
多
分
H
arvard
で
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
冬
休
み
位
に
な
る
の
が
な
り
行
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
十
二
月
の
は
じ
め
位
に
チ
ク
マ
か
ら
催
促
の
電
報
！
が
来
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
仕
事
を
こ
こ
で
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
来
年
は
じ
め
の
sem
inary
は
（
Jansen
氏
の
）
１
月
最
後
の
週
に
な
り
そ
う
。
場
所
は
多
分
B
erm
uda
で
し
ょ
う
。
１
月
の
最
後
の
週
だ
と
私
の
方
は
授
業
が
あ
る
の
で
、
折
角
東
部
へ
行
っ
て
も
、
な
が
く
い
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
来
年
の
４
月
末
以
降
は
、
日
本
に
２
ヶ
月
位
い
っ
て
欧
洲
へ
廻
る
か
、
は
じ
め
か
ら
も
う
一
度
欧
洲
へ
行
く
か
、
ま
だ
き
め
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
７
月
中
に
は
欧
羅
巴
へ
行
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
も
お
め
に
か
か
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
今
度
東
部
へ
の
道
中
こ
こ
へ
寄
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
計
画
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
V
ancouver
で
お
め
に
か
か
り
た
い
と
い
う
ね
が
い
は
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
ら
（
こ
れ
は
私
だ
け
で
な
く
）
御
含
み
お
き
下
さ
い
。
米
国
と
い
う
国
、
見
物
し
て
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
の
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
一
種
の
conform
ism
は
、
大
衆
の
生
活
の
面
で
も
、
Intelectuals
の
も
の
の
考
え
方
の
面
で
も
、
実
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
ほ
か
の
国
民
の
も
っ
て
い
る
経
験
で
こ
の
国
民
― 39 ―
の
も
た
ぬ
経
験
（
殊
に
革
命
に
よ
る
価
値
の
転
換
と
戦
争
の
悲
惨
と
い
う
経
験
）
の
あ
る
こ
と
な
ど
。
い
ず
れ
御
拝
眉
の
節
。
加
藤
周
一
G
ute
R
eise!
﹇
封
緘
葉
書
表
﹈
Prof.M
asao
M
aruyam
a
Suite
517,A
m
bassador
H
otel1737,C
am
bridge
Street
C
am
bridge,M
ass.U
.S.A
.
〔
元
の
宛
先
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）
の
上
に
貼
り
つ
け
]
S.K
ato
U
niversity
ofB
ritish
C
olum
bia
D
epartm
entofA
sian
Studies
〔
タ
イ
プ
]
V
ancouver
8,B
.C
.
C
anada
〔
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
滞
在
の
勧
誘
〕
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
長
ジ
ョ
ン
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
は
、
同
大
学
特
別
客
員
教
授
と
し
て
丸
山
を
招
聘
し
、
丸
山
は
こ
れ
を
受
け
一
九
六
二
年
六
月
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
赴
任
す
る
。
そ
の
赴
任
を
知
っ
た
加
藤
は
、
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
に
来
る
こ
と
を
勧
め
る
。
石
田
雄
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
を
訪
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
は
〇
〇
六
の
書
簡
に
も
見
え
る
。
「
M
ichigan
の
こ
と
は
知
ら
ず
」
と
い
う
の
は
、
丸
山
が
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
行
く
予
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
違
い
な
い
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
が
あ
る
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
か
ら
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
あ
る
ア
ナ
ー
バ
ー
ま
で
来
る
な
ら
ば
、
も
う
少
し
足
を
伸
ば
し
て
、
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
ま
で
来
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
西
海
岸
を
南
下
し
て
、
バ
ー
ク
レ
ー
を
廻
っ
て
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
に
帰
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
「
チ
ク
マ
の
講
座
の
仕
事
」
と
は
、『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
』
第
二
巻
「
正
統
と
異
端
」
に
収
め
ら
れ
る
予
定
だ
っ
た
論
文
の
執
筆
で
あ
る
。
「
来
年
〔
一
九
六
二
年
―
引
用
者
〕
は
じ
め
の
sem
inary
は
（
Jansen
氏
の
）」
と
は
、
バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ
島
で
開
か
れ
た
全
米
ア
ジ
ア
学
会
の
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
近
代
日
本
研
究
会
議
主
催
の
「
近
代
化
に
対
す
る
日
本
人
の
態
度
の
変
遷
」
を
主
題
と
す
る
第
一
回
会
議
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
議
の
座
長
を
マ
リ
ウ
ス
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
が
務
め
た
の
で
「
Jansen
氏
の
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
四
月
以
降
の
加
藤
の
予
定
が
綴
ら
れ
、「
い
ず
れ
に
し
て
も
７
月
中
に
は
欧
羅
巴
へ
行
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
」
と
あ
る
が
、
加
藤
が
こ
の
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
丸
山
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
特
別
客
員
教
授
の
任
期
を
終
え
て
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
廻
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の「
ほ
か
の
国
民
の
も
っ
て
い
る
経
験
で
こ
の
国
民
の
も
た
ぬ
経
験
」と
は
、
「
革
命
に
よ
る
価
値
の
転
換
と
戦
争
の
悲
惨
と
い
う
経
験
」
を
意
味
す
る
。
前
掲
「
特
殊
な
国
、
ア
メ
リ
カ
」
で
加
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
外
国
人
と
の
い
く
さ
を
本
土
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
勇
み
肌
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
く
さ
を
本
土
に
経
験
す
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
、
日
本
人
、
ロ
シ
ア
人
、フ
ラ
ン
ス
人
は
直
接
に
知
っ
て
い
る
。
米
国
人
は
想
像
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。」
（
講
談
社
学
術
文
庫
『
世
界
漫
遊
記
』
二
六
頁
）
「
革
命
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。
建
国
以
来
一
つ
の
憲
法
で
今
ま
で
来
て
い
て
、
も
の
の
考
え
方
が
、
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。（
中
略
）
そ
こ
で
外
国
に
お
こ
る
革
命
は
、
米
国
人
の
眼
に
は
単
な
る
騒
動
と
し
か
映
じ
な
い
こ
と
が
多
い
。」（
同
上
）
〇
一
〇
一
九
六
一
年
一
一
月
二
二
日
丸
山
眞
男
様
．
．
22
11
61
御
出
発
の
前
に
東
京
へ
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
間
に
あ
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
― 40 ―
ま
せ
ん
。
H
arvard
法
律
学
校
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。
東
京
向
け
の
御
仕
事
も
あ
り
、
周
ヰ
[
カ
]
の
様
子
の
変
化
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
御
忙
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
小
生
の
東
部
へ
行
く
こ
と
は
、Jansen
さ
ん
の
C
onference（
M
odernization）
が
一
月
は
じ
め
な
ら
ば
、降
誕
祭
休
暇
か
ら
出
か
け
る
予
定
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
月
末
と
な
る
と
そ
う
は
ゆ
か
ず
、
今
年
の
降
誕
祭
休
暇
は
こ
こ
で
す
ご
す
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
一
月
末
に
は
出
か
け
、
C
onference
で
お
め
に
か
か
れ
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
東
部
と
い
っ
て
も
N
ew
Y
ork
し
か
知
ら
な
い
の
で
、
W
ashington
や
B
oston
へ
行
っ
て
そ
こ
の
美
術
館
を
み
る
機
会
を
い
つ
か
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
春
四
月
末
か
ら
日
本
へ
行
か
な
け
れ
ば
、
春
行
く
つ
も
り
。
日
本
へ
行
け
ば
、そ
う
ゆ
か
な
い
の
で
秋
に
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
へ
一
度
戻
る（
四
月
末
に
）
場
合
は
、
来
年
の
学
期
に
も
う
い
ち
ど
こ
の
大
陸
で
教
師
稼
業
を
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
大
学
の
様
子
は
、
一
月
末
に
お
め
に
か
か
っ
た
と
き
お
話
し
ま
す
。
米
国
で
は
大
統
領
が
右
翼
国
内
向
け
に
は
appeasem
ent、
国
内
の
liberals
と
対
外
向
け
に
は
交
渉
妥
協
の
余
地
を
の
こ
し
て
喋
る
と
い
う
喋
り
方
を
つ
づ
け
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
内
右
翼
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
John
B
irch
Society
の
流
ギ
の
極
右
ば
か
り
で
な
く
、
D
ules
流
考
え
方
の
連
中
を
含
め
て
の
話
で
す
が
、
ど
う
も
却
て
盛
ん
に
な
る
よ
う
な
始
末
で
、
先
行
き
心
も
と
な
い
限
り
で
す
。
A
denauer
が
き
て
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
ド
イ
ツ
人
の
い
い
な
り
に
は
な
ら
ぬ
と
し
て
も
（
従
て
ま
さ
か
い
く
さ
の
危
険
を
冒
す
と
こ
ろ
ま
で
は
ゆ
か
な
い
と
し
て
も
）
B
erlin
の
根
本
的
な
settlem
entは
期
待
で
き
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
夏
ド
イ
ツ
へ
行
っ
た
と
き
に
は
、
中
国
に
つ
い
て
黄
禍
論
の
行
わ
れ
て
い
る
の
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
人
は
ど
う
も
改
宗
の
気
配
は
な
は
だ
少
く
、
ソ
聯
側
で
心
配
す
る
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
黄
禍
論
は
中
国
に
つ
い
て
）
日
本
の
事
情
な
ど
お
め
に
か
か
っ
て
伺
い
た
い
こ
と
多
く
、
一
月
を
た
の
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
降
誕
祭
休
業[カ]
に
旅
行
を
な
さ
い
ま
す
か
。
東
部
は
極
寒
に
相
違
な
く
、
V
ancouver
は
温
暖
で
す
。
も
し
万
一
C
alifornia
に
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
御
予
定
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
当
地
へ
お
い
で
下
さ
い
。
小
生
宅
に
お
泊
り
下
さ
れ
ば
幸
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
二
人
だ
け
で
す
か
ら
、
し
ず
か
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ひ
こ
う
場
ま
で
迎
え
に
ゆ
き
ま
す
。
加
藤
周
一
﹇
封
緘
葉
書
表
﹈
Professor
M
.M
aruyam
a
Suite
517,A
m
bassador
H
otel1737
C
am
bridge
St.
C
am
bridge,M
ass.U
.S.A
.
S.K
ato
2690
R
oseberry
A
v.W
estV
ancouver
C
anada
〔
一
月
末
の
訪
米
に
つ
い
て
、
米
・
独
情
勢
の
所
感
〕
〇
〇
九
の
書
簡
が
丸
山
の
渡
米
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
前
便
と
一
部
の
内
容
を
重
ね
て
認
め
た
。
「
来
年
の
学
期
に
も
う
い
ち
ど
こ
の
大
陸
で
教
師
稼
業
を
し
よ
う
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
点
― 41 ―
で
は
、
加
藤
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
そ
れ
ほ
ど
長
く
留
ま
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
九
六
九
年
ま
で
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
在
籍
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
一
〇
年
間
を
み
ず
か
ら
「
蓄
積
の
時
代
」
と
呼
ん
だ
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
下
、合
衆
国
は
外
交
問
題
を
い
く
つ
も
抱
え
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
、キ
ュ
ー
バ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
。
こ
こ
に
書
か
れ
る
米
国
大
統
領
の
「
喋
り
方
」
と
い
う
の
は
、
一
九
六
一
年
三
月
の
ラ
オ
ス
問
題
に
関
す
る
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
記
者
会
見
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
加
藤
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
｢紛
争
の
解
決
の
た
め
に
中
立
政
府
樹
立
の
必
要
を
ア
メ
リ
カ
政
府
の
責
任
者
が
説
い
た
の
は
、
戦
後
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
反
共
的
な
政
府
で
は
な
く
て
、
中
立
的
な
政
府
を
、
と
い
う
意
見
は
、
殊
に
ラ
オ
ス
で
は
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
と
対
照
し
て
、
全
く
新
し
い
も
の
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。（
中
略
）
と
こ
ろ
が
、
第
二
に
、
大
統
領
の
説
明
の
後
で
記
者
団
側
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
の
大
部
分
は
、
全
く
従
来
の
政
策
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
古
い
も
の
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
「宥
和
政
策
」に
な
ら
な
い
か
。
「交
渉
に
よ
る
解
決
」と
い
う
が
、
そ
れ
に
は
期
限
を
つ
け
な
い
の
か
…
…
。
私
に
は
、
質
問
す
る
記
者
の
大
部
分
が
従
来
の
も
の
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
、大
統
領
の
含
み
を
ま
る
で
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。」
（「
あ
め
り
か
・
一
九
六
二
」、
著
作
集
第
九
巻
一
九
四
頁
）
同
年
一
一
月
に
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
・
ド
イ
ツ
連
邦
首
相
が
訪
米
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
会
談
す
る
。
こ
の
年
は
ベ
ル
リ
ン
問
題
の
対
立
に
よ
っ
て
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が
つ
く
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
米
ソ
は
核
実
験
停
止
交
渉
を
進
め
て
い
た
。
対
立
と
交
渉
と
い
う
硬
軟
二
様
の
外
交
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
の
首
脳
会
談
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
地
位
の
維
持
と
い
う
点
で
ケ
ネ
デ
ィ
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
一
致
し
た
が
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
求
め
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
自
身
の
核
兵
器
使
用
決
定
権
を
ケ
ネ
デ
ィ
は
認
め
な
か
っ
た
。「
ド
イ
ツ
人
の
い
い
な
り
に
は
な
ら
ぬ
と
し
て
も
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
を
指
す
に
違
い
な
い
。
首
脳
会
談
の
あ
と
の
記
者
会
見
の
席
に
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
彼
の
心
境
が
見
え
る
。
も
と
も
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
国
に
対
す
る
警
戒
心
が
強
く
あ
り
、一
九
九
〇
年
代
に
チ
ベ
ッ
ト
問
題
が
再
燃
し
た
と
き
も
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
よ
り
も
は
や
く
反
応
を
示
し
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
国
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
中
国
を
対
象
と
す
る
「
黄
禍
論
」
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
時
代
か
ら
戦
後
に
到
る
ま
で
、
と
き
ど
き
現
わ
れ
る
思
想
的
風
潮
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』
一
九
五
七
年
七
月
三
日
号
に
も
同
一
九
六
〇
年
八
月
一
七
日
号
に
も
「
黄
禍
論
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
〇
一
一
一
九
六
七
年
九
月
九
日
丸
山
眞
男
様
９
．９
．67
暑
中
御
見
舞
、
あ
る
い
は
残
暑
の
。
Les
T
em
ps
M
odernes
の
一
件
ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
。
小
生
も
今
年
の
夏
ば
か
り
は
週
刊
誌
に
連
載
を
は
じ
め
た
以
上
は
し
め
く
ゝ
り
を
つ
け
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
に
追
わ
れ
て
、
見
物
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。唯
一
の
例
外
は
、
Salzburg
で
B
oris
G
odunov（
昨
年
以
来
）
と
C
arm
en
を
K
arajan
の
指
揮
演
出
で
見
聞
き
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
愉
し
み
で
し
た
。
歌
手
よ
く
そ
ろ
い
、
こ
の
人
が
叱
咤
す
れ
ば
、
管
弦
楽
が
よ
い
音
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
も
事
実
の
よ
う
で
す
。
最
近
の
〝
beatles〞
の
record
も
聞
い
て
、
こ
れ
に
は
ち
ょ
っ
と
感
心
し
ま
し
た
。（
今
ま
で
全
く
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
）。
音
楽
的
に
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
節
や
リ
ズ
ム
や
要
す
る
に
音
楽
的
vo-
cabulary
の
従
来
の
も
の
を
広
く
巧
妙
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
（
negro
spiri-
tualか
ら
m
usique
concrète
ま
で
）
と
い
う
こ
と
。
文
句
は
こ
れ
ま
た
sur-
― 42 ―
réalistes
の
詩
の
、
特
に
新
し
い
も
の
で
も
な
い
、
し
か
し
妙
に
英
国
庶
民
の
生
活
感
情
に
則
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
音
楽
と
文
句
と
、
ど
ち
ら
も
独
立
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
新
し
く
も
な
い
も
の
を
、
合
せ
て
一
本
に
な
っ
て
い
る
―
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
chansons
の
い
ち
ば
ん
よ
い
も
の
に
、
そ
の
意
味
で
は
、
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
強
い
て
い
え
ば
、
chansons
の
方
が
抽
象
的
な
考
え
を
述
べ
て
い
て
、
beatles
の
方
が
具
体
的
な
日
常
生
活
に
則
し
て
い
る
よ
う
で
す
。V
ictoria
朝
の
小
説
（
W
uthering
H
eights
etc）
の
伝
統
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
欧
洲
は
相
変
ら
ず
V
ietnam
に
は
反
応
が
少
い
と
い
う
印
象
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
議
会
の
北
爆
反
対
決
議
が
例
外
で
し
ょ
う
。
思
想
上
の
大
き
な
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
（
と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
）
実
存
主
義
以
後
、〝
structuralism
e〔
構
造
主
義
〕〞
だ
と
思
い
ま
す
。
少
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
で
の
反
応
は
、
実
に
広
く
、
深
く
、
そ
れ
が
当
然
だ
ろ
う
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
言
語
学
（
sem
antics〔
意
味
論
〕
で
な
く
syntax〔
統
語
論
〕
の
分
析
）
の
方
法
と
anthropology〔
人
類
学
〕（
社
会
構
造
↓
神
話
の
分
析
）
の
事
実
と
を
巧
み
に
つ
き
合
せ
な
が
ら
、
人
の
も
の
ゝ
考
え
方
（
感
じ
方
で
は
な
く
）
の
基
本
的
な
構
造
を
と
り
だ
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
―
そ
の
こ
と
自
身
新
し
く
な
い
け
れ
ど
も
、
資
料
の
豊
富
な
こ
と
と
、
generalisation
に
大
胆
な
も
の
が
沢
山
あ
っ
て
、
専
門
科
学
（
anthropology）
の
仮
説
が
哲
学
的
思
想
的
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
（
も
っ
と
も
こ
れ
は
Lévi-Strauss
に
つ
い
て
い
う
の
で
、
そ
の
影
響
を
う
け
た
人
た
ち
と
な
る
と
、
こ
れ
は
み
そ
も
く
そ
も
混
り
、
も
ち
ろ
ん
本
尊
を
よ
く
理
解
せ
ず
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人
も
出
て
来
て
い
ま
す
）
私
は
こ
れ
か
ら
Paris
ま
わ
り
C
anada
へ
行
き
ま
す
。
９
月
日
頃
15
V
ancouver
に
着
く
予
定
。
月
に
ま
た
東
京
に
戻
り
ま
す
。
そ
の
と
き
お
め
12
に
か
ゝ
る
の
が
た
の
し
み
で
す
。
来
年
は
夏
休
み
に
、
欧
洲
旅
行
を
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。
浅
間
山
ろ
く
の
代
り
に
イ
タ
リ
ア
を
廻
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
う
ち
に
。
奥
様
に
よ
ろ
し
く
。
加
藤
周
一
﹇
封
筒
表
﹈
Professor
M
.M
aruyam
a
M
usashino-shi,K
ichijoji-H
igashi-m
achi,2-44-5
T
okyo
JA
PA
N
S.K
ato
〔
以
下
欠
]
A
sian
Studies
U
niversity
〔
タ
イ
プ
]
V
ancouver,B
.C
.C
anada
〔
残
暑
見
舞
い
、
欧
州
訪
問
雑
感
〕
人
文
書
院
と
慶
應
大
学
の
招
き
で
、
一
九
六
六
年
九
月
に
ジ
ャ
ン
=ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
が
来
日
し
た
と
き
、
サ
ル
ト
ル
は
丸
山
と
面
談
し
た
。
サ
ル
ト
ル
を
丸
山
に
会
わ
せ
る
よ
う
に
強
く
勧
め
た
の
は
日
高
六
郎
氏
だ
っ
た
、
と
人
文
書
院
の
編
集
者
だ
っ
た
森
和
氏
は
い
う
。
サ
ル
ト
ル
が
丸
山
に
感
服
し
た
こ
と
は
加
藤
も
書
き
記
し
て
い
る
が
、
サ
ル
ト
ル
は
丸
山
に
『
レ
・
タ
ン
・
モ
デ
ル
ヌ
』
日
本
特
集
号
へ
の
寄
稿
を
依
頼
し
た
。
そ
し
て
加
藤
が
そ
の
編
集
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
一
九
六
六
年
一
一
月
か
ら
「
羊
の
歌
」
を
連
載
し
は
じ
め
、
こ
の
書
簡
が
出
さ
れ
た
頃
は
「
続
羊
の
歌
」
を
連
載
し
て
い
た
。
加
藤
が
遣
う
「
見
物
」
と
い
う
語
は
独
特
の
意
味
を
も
ち
、
い
わ
ゆ
る
物
見
遊
山
を
意
味
し
な
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い
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
「
高
み
の
見
物
」
と
表
し
た
ご
と
く
、
対
象
を
観
察
し
、
分
析
す
る
こ
と
を
「
見
物
」
と
い
う
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
音
楽
祭
に
、
加
藤
は
何
回
か
足
を
運
ん
で
い
る
。
同
年
八
月
に
観
た
ふ
た
つ
の
公
演
に
つ
い
て
触
れ
る
。
丸
山
も
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
音
楽
祭
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
丸
山
自
身
か
ら
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
は
聞
き
そ
び
れ
た
。『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
か
ら
、
観
た
演
目
の
ひ
と
つ
に
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
・
演
出
の
『
ボ
リ
ス
・
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
』
は
、
同
音
楽
祭
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
も
評
価
の
高
い
公
演
で
、
そ
の
初
演
は
一
九
六
五
年
で
あ
り
、
一
九
六
七
年
か
ら
す
れ
ば
「
一
昨
年
以
来
」
で
あ
っ
て
、「
昨
年
以
来
」
で
は
な
い
。
カ
ラ
ヤ
ン
に
抜
擢
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
イ
・
ギ
ャ
ウ
ロ
フ
が
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
歌
う
。
ほ
か
に
は
、
キ
ム
・
ボ
ル
グ
（
ピ
ー
メ
ン
）、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ル
ツ
（
シ
ュ
イ
ス
キ
ー
）、
セ
ー
ナ
・
ユ
リ
ナ
ッ
チ
（
マ
リ
ー
ナ
）
が
出
演
し
た
。
管
弦
楽
は
ヴ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
で
あ
る
。
『
カ
ル
メ
ン
』
も
カ
ラ
ヤ
ン
の
指
揮
・
演
出
で
あ
り
、
グ
レ
イ
ス
・
バ
ン
フ
リ
ー
が
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
務
め
、
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
が
ホ
セ
を
、
ミ
レ
ッ
ラ
・
フ
レ
ー
ニ
が
ミ
カ
エ
ラ
を
歌
っ
た
。
管
弦
楽
は
こ
ち
ら
も
ヴ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
。
な
お
一
九
六
六
年
公
演
を
も
と
に
映
像
作
品
が
制
作
さ
れ
た
。
加
藤
が
書
簡
で
音
楽
や
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
語
る
の
は
、
丸
山
が
音
楽
や
オ
ペ
ラ
が
好
き
な
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
加
藤
は
カ
ラ
ヤ
ン
を
し
き
り
に
評
価
す
る
が
、
丸
山
が
カ
ラ
ヤ
ン
を
そ
れ
ほ
ど
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
を
加
藤
が
ど
れ
ほ
ど
好
ん
だ
か
も
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
頃
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
シ
ン
グ
ル
曲
に
、『
ペ
イ
パ
ー
バ
ッ
ク
・
ラ
イ
タ
ー
』『
レ
イ
ン
』（
以
上
一
九
六
五
）、
『
イ
エ
ロ
ー
・
サ
ブ
マ
リ
ン
』『
エ
リ
ナ
ー
・
リ
グ
ビ
ー
』（
以
上
一
九
六
六
）、『
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
エ
ヴ
ァ
ー
』『
ペ
ニ
ー
レ
イ
ン
』『
愛
こ
そ
は
す
べ
て
』（
以
上
一
九
六
七
）
が
あ
る
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
歌
詞
か
ら
『
嵐
が
丘
』
を
連
想
す
る
の
は
、
い
か
に
も
加
藤
ら
し
い
と
私
は
思
う
。
〈
構
造
主
義
〉
に
つ
い
て
触
れ
る
。
も
と
は
ブ
ル
バ
キ
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
若
手
数
学
者
グ
ル
ー
プ
が
主
張
し
た
数
学
に
関
す
る
新
し
い
考
え
方
で
あ
っ
た
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
理
論
が
構
造
主
義
と
さ
れ
、
文
化
人
類
学
に
採
り
入
れ
た
の
が
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
構
造
主
義
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
を
中
心
に
発
達
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
「
少
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
で
の
反
応
は
、
実
に
広
く
、
深
く
、
そ
れ
が
当
然
だ
ろ
う
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
加
藤
は
こ
の
書
簡
を
投
函
し
た
翌
日
の
九
月
一
〇
日
に
ヴ
ィ
ー
ン
を
発
っ
て
パ
リ
に
寄
り
、
一
五
日
に
パ
リ
か
ら
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
に
戻
っ
た
。
一
九
六
八
年
夏
に
欧
州
旅
行
を
丸
山
に
勧
め
る
が
、
東
大
問
題
が
激
し
く
な
り
、
も
と
よ
り
旅
行
を
楽
し
め
る
余
裕
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
〇
一
二
一
九
六
八
年
一
二
月
一
四
日
丸
山
眞
男
様
．
．
14
12
68
東
大
危
難
、劇
務
に
相
違
な
か
る
べ
し
。
ど
う
か
身
体
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
D
ie
U
niversität
ist
w
ohlw
ichtig,aber
M
aruyam
a
M
asao
auch
－
für
〔「
大
学
は
極
め
て
重
し
、
さ
れ
ど
丸
山
眞
男
も
ま
た
―
わ
れ
ら
に
と
っ
て
uns!
は
！
〕
こ
の
こ
と
心
得
て
い
て
、
ま
さ
か
Les
T
em
ps
M
odernes
の
催
促
を
す
る
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
S.de
B
eauvoir
女
史
と
話
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
玉
稿
一
月
初
に
い
た
だ
け
れ
ば
、
特
集
号
（
２
月
に
出
す
）
に
間
に
合
い
ま
す
。
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、
独
立
の
論
文
と
し
て
、
Les
T
.M
.に
だ
し
ま
す
。
こ
の
方
期
限
を
定
め
ず
。（
ど
う
か
放
棄
し
な
い
で
下
さ
い
。）
小
生
は
冬
に
帰
京
せ
ず
、
昨
夏
お
話
の
あ
っ
た
旅
行
の
予
定
は
、
実
行
で
き
そ
う
で
す
か
。
も
し
北
米
大
陸
へ
四
月
末
よ
り
早
く
お
い
で
の
節
は
、
ぜ
ひ
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V
A
N
C
O
U
V
E
R
へ
お
よ
り
下
さ
い
。
報
ら
せ
て
下
さ
れ
ば
ひ
こ
う
場
へ
出
む
き
ま
す
。
奥
様
に
よ
ろ
し
く
。
く
れ
ぐ
れ
も
御
身
体
を
大
切
に
。（
こ
れ
は
本
気
で
そ
う
い
う
の
で
す
）
こ
の
ア
タ
マ
は
美
し
い
。
表
情
い
か
に
も
微
妙
で
す
石
は
黒
い
花
崗
岩
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
加
藤
周
一
G
räne
von
H
ilda
〔
封
筒
な
し
]
〔
Les
T
em
ps
M
odernes
へ
の
寄
稿
に
つ
い
て
〕
医
学
部
に
端
を
発
し
た
東
大
問
題
は
、
全
学
部
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
な
り
、
全
共
闘
系
活
動
家
た
ち
の
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
丸
山
は
、
体
調
を
崩
し
た
。
『
レ
・
タ
ン
・
モ
デ
ル
ヌ
』
へ
の
寄
稿
に
つ
い
て
、
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
加
藤
の
相
談
の
結
果
、
二
段
構
え
で
い
く
方
針
、
す
な
わ
ち
日
本
特
集
号
に
間
に
合
え
ば
日
本
特
集
号
に
、
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
単
独
論
文
と
し
て
掲
載
す
る
と
い
う
方
針
が
決
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
、
丸
山
は
同
誌
の
日
本
特
集
号
に
も
、
単
独
論
文
と
し
て
も
寄
稿
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
同
誌
日
本
特
集
号
は
予
定
通
り
に
一
九
六
九
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
寄
稿
し
た
の
は
、
加
藤
周
一
、
石
田
雄
、
福
田
歓
一
、
堀
田
善
衛
、
朝
吹
登
水
子
、
奈
良
本
辰
也
ら
だ
っ
た
。
「
昨
夏
お
話
の
あ
っ
た
旅
行
の
予
定
は
、
実
行
で
き
そ
う
で
す
か
」
と
尋
ね
た
の
は
、
丸
山
に
旅
行
に
出
る
希
望
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
「
こ
の
ア
タ
マ
は
美
し
い
。
表
情
い
か
に
も
微
妙
で
す
」
と
は
、
絵
葉
書
の
「
ア
ー
メ
ン
エ
ム
ハ
ト
三
世
の
彫
像
」（
ベ
ル
リ
ン
国
立
美
術
館
蔵
、
図
版
２
）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
〇
一
三
〔
一
九
七
〇
年
〕
一
月
謹
賀
新
年
御
健
康
の
恢
復
を
願
う
こ
と
切
。
万
事
を
気
長
に
す
ゝ
め
て
下
さ
い
。
ベ
ル
リ
ン
の
自
由
大
学
は
、
新
大
学
法
（
dreiparitätisch〔
三
権
分
立
カ
〕
の
原
則
）
に
よ
る
編
成
更
え
の
途
中
で
、
抵
抗
・
対
立
・
混
乱
を
生
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
が
ど
う
落
着
く
か
見
透
し
明
か
な
ら
ず
。
左
翼
学
生
運
動
の
方
は
、
労
働
者
と
の
関
係
（
の
不
在
）
と
い
う
こ
と
を
別
に
し
て
も
、
未
解
決
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
Leistungsgeselschaft〔
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
、
業
績
主
1)
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図版２
義
社
会
〕
に
反
対
す
る
こ
と
ゝ
、
社
会
主
義
へ
の
志
向
と
を
、
ど
う
折
合
せ
る
の
か
。（
社
会
主
義
社
会
の
建
設
そ
の
も
の
が
、
ひ
と
つ
の
Leistung〔
業
績
〕
也
）
学
問
の
階
級
性
（
positivism
us〔
実
証
主
義
〕
反
対
）
と
中
立
性
（
ohne
2)Positivism
us,keine
W
issenschaft〔
実
証
主
義
に
あ
ら
ざ
れ
ば
科
学
に
あ
ら
ず
〕）
と
を
ど
う
折
合
せ
る
の
か
。
学
生
運
動
家
の
専
門
化
、
従
っ
て
運
動
専
3)
門
家
と
学
問
専
門
化
と
[マ
マ
]
の
分
裂
乖
離
現
象
を
ど
う
折
合
せ
る
か
。
西
独
の
de-D
ulesisation〔
非
ダ
レ
ス
化
〕
と
、
東
欧
の
（
あ
る
程
度
の
）
re-Stalinisation〔
再
ス
タ
ー
リ
ン
化
〕（
de-Stalinisation〔
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
〕
の
進
展
で
は
な
く
）
の
故
に
、
中
欧
の
détente
の
可
能
性
は
（
米
ソ
そ
れ
ぞ
れ
中
国
・
越
南
で
忙
し
い
こ
と
を
別
と
し
て
も
）
大
き
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
日
本
の
方
は
、
い
よ
い
よ
〝
冬
の
時
代
〞
が
ち
か
づ
い
て
き
た
、
と
考
え
な
い
わ
け
に
ゆ
き
ま
せ
ん
。
年
の
大
衆
運
動
が
、
と
に
か
く
池
田
内
閣
ま
で
相
手
方
を
60
交
替
さ
せ
た
の
に
く
ら
べ
、
年
が
か
え
っ
て
佐
藤
の
手
を
強
め
て
、
日
米
共
同
69
声
明
に
終
っ
た
の
は
、
実
に
陰
惨
の
か
ぎ
り
で
す
。
二
月
の
末
に
、
東
京
へ
か
え
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
ゆ
っ
く
り
お
め
に
か
ゝ
り
た
い
も
の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
御
大
事
に
。
奥
様
に
よ
ろ
し
く
。
加
藤
周
一
〔
封
筒
な
し
]
〔
賀
状
、
独
・
日
情
勢
に
つ
い
て
〕
東
大
問
題
に
奔
走
し
、
健
康
を
害
し
た
こ
と
に
対
す
る
お
見
舞
い
が
述
べ
ら
れ
る
。
加
藤
は
一
九
六
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
に
移
る
。
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
運
営
は
、「
新
大
学
法
」
に
よ
っ
て
、
人
事
を
含
め
て
、
三
分
の
一
が
教
授
た
ち
の
代
表
、
三
分
の
一
が
学
生
代
表
、
三
分
の
一
が
助
手
や
事
務
職
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
委
員
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
〈
dreiparitätisch
の
原
則
〉
と
い
っ
た
。
そ
し
て
学
生
の
発
言
権
は
大
き
か
っ
た
。
授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
加
藤
は
、
学
生
と
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
彼
ら
が
批
判
し
、
事
あ
る
毎
に
非
難
し
た
の
は
、
「ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
実
証
主
義
的
学
問
」で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
日
本
語
の
初
歩
の
授
業
が
そ
れ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
授
業
を
受
け
る
側
に
「革
命
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」が
浸
透
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
る
、
と
学
生
の
な
か
の
活
動
家
は
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
新
入
生
は
、
日
本
語
の
文
章
を
読
み
は
じ
め
る
前
に
、
ま
ず
「革
命
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
私
は
学
生
た
ち
と
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
続
け
て
い
た
が
、
授
業
そ
の
も
の
は
容
易
に
始
ら
な
か
っ
た
。」（「『
羊
の
歌
』
そ
の
後
」『
『羊
の
歌
』余
聞
』
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
一
一
、
三
四
頁
）
「
し
か
し
学
生
た
ち
の
な
か
の
活
動
家
と
交
渉
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
議
論
は
し
ば
し
ば
「新
大
学
法
」の
条
文
の
解
釈
と
適
用
の
問
題
に
及
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
学
生
側
と
の
対
立
が
鋭
く
な
っ
た
の
は
、
卒
業
論
文
（
米
国
流
に
い
え
ば
Ｍ
Ａ
資
格
取
得
の
た
め
の
論
文
）
を
数
人
の
学
生
が
共
同
執
筆
し
た
い
、
と
申
し
込
ん
で
き
た
と
き
で
あ
る
。
共
同
の
仕
事
で
の
学
生
個
人
の
分
担
は
明
示
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
能
力
を
そ
れ
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
る
に
Ｍ
Ａ
資
格
は
、
参
加
し
た
学
生
の
集
団
に
で
は
な
く
、
個
人
に
あ
た
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
提
案
は
非
論
理
的
だ
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
私
は
い
っ
た
。
そ
の
考
え
は
個
人
主
義
的
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
競
争
社
会
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
生
間
の
連
帯
を
理
解
し
て
い
な
い
、
と
相
手
は
い
っ
た
。
十
分
な
根
拠
が
な
く
て
学
位
を
認
め
る
の
は
大
学
の
教
員
と
し
て
無
責
任
な
こ
と
だ
か
ら
、
私
は
学
位
論
文
の
合
作
提
案
を
拒
否
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「権
威
主
義
的
な
教
授
」の
講
義
に
学
生
は
出
席
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
代
表
者
は
応
じ
た
。
そ
れ
は
全
く
学
生
の
自
由
で
あ
る
」（
同
上
書
三
六
―
三
七
頁
）
の
ち
に
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
に
赴
任
す
る
日
本
文
学
研
究
者
の
イ
ル
メ
ラ
・
日
地
谷
・
キ
ル
シ
ュ
ネ
ラ
イ
ト
氏
は
次
の
よ
う
に
綴
る
。
「
加
藤
氏
は
す
で
に
、
一
九
六
九
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
日
本
学
の
教
授
を
務
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
楽
し
い
何
年
か
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
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彼
の
ベ
ル
リ
ン
時
代
は
、
学
生
運
動
が
そ
の
多
く
の
否
定
的
な
付
随
現
象
と
共
に
最
高
潮
に
達
し
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
彼
は
そ
れ
に
関
し
て
一
度
と
し
て
話
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
苦
い
思
い
出
も
多
か
っ
た
の
で
は
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。」（「
人
生
の
醍
醐
味
」「『
加
藤
周
一
著
作
集
第
二
三
巻
』
月
報
」
平
凡
社
、
一
九
九
七
）
加
藤
が
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
に
赴
い
た
の
は
、
学
生
の
希
望
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
同
大
学
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
学
生
と
の
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
ド
イ
ツ
の
学
生
運
動
に
つ
い
て
言
及
し
、
三
つ
の
問
題
と
し
て
整
理
す
る
。
ひ
と
つ
は
実
学
反
対
と
社
会
主
義
へ
の
志
向
と
の
関
係
の
問
題
、
ひ
と
つ
は
学
問
の
階
級
性
と
中
立
性
と
の
関
係
の
問
題
、
も
う
ひ
と
つ
が
学
生
の
運
動
専
門
家
と
学
問
専
門
家
と
の
分
裂
乖
離
現
象
の
問
題
で
あ
る
（「
運
動
専
門
家
と
学
問
専
門
化
」
と
あ
る
の
は
「
運
動
専
門
家
と
学
問
専
門
家
」
の
書
き
間
違
え
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
）。
中
欧
の
国
際
関
係
に
も
触
れ
て
、「
西
ド
イ
ツ
の
非
ダ
レ
ス
化
」
と
「
東
欧
の
（
あ
る
程
度
の
）
再
ス
タ
ー
リ
ン
化
」
が
か
え
っ
て
中
欧
の
緊
張
緩
和
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
述
べ
る
。日
本
の
問
題
に
翻
っ
て
、
一
九
六
〇
年
と
六
九
年
と
を
比
較
し
、
六
九
年
は
「
陰
惨
の
か
ぎ
り
」
と
い
う
。
加
藤
は
安
保
改
定
反
対
運
動
が
体
制
と
反
体
制
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
『
続
羊
の
歌
』「
審
議
未
了
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
六
〇
年
初
夏
の
経
験
か
ら
、
多
く
を
学
ん
だ
の
は
、
権
力
側
で
あ
っ
て
、
反
対
党
や
大
衆
組
織
の
側
で
は
な
か
っ
た
。
池
田
内
閣
の
「低
姿
勢
」（
中
略
）
と
、
「所
得
倍
増
論
」（
中
略
）
の
組
合
せ
。
ま
た
学
生
の
街
頭
行
進
や
坐
り
こ
み
を
弾
圧
す
る
た
め
に
有
効
な
警
察
力
の
拡
充
。
米
国
と
の
軍
事
同
盟
政
策
に
反
対
す
る
言
論
が
、
猖
獗
を
極
め
な
い
よ
う
に
、
放
送
か
ら
左
派
知
識
人
を
し
め
出
す
こ
と
。
そ
う
い
う
貴
重
な
経
験
に
基
く
対
策
の
す
べ
て
が
、
六
〇
年
秋
に
、
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
秋
の
総
選
挙
で
保
守
党
の
議
席
に
大
き
な
変
化
の
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
後
数
年
間
に
何
が
お
こ
る
か
、
ま
た
は
何
が
お
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
の
見
透
し
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。」
加
藤
に
と
っ
て
は
、怒
り
の
や
り
場
の
な
い
、暗
澹
た
る
思
い
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が「
陰
惨
の
か
ぎ
り
」
と
い
う
表
現
を
と
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
。
〇
一
四
一
九
七
一
年
一
月
賀
正
１
９
７
１
浅
見
さ
ん
か
ら
御
様
子
は
報
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
三
月
い
つ
か
熱
海
で
ゆ
っ
く
り
お
め
に
か
ゝ
れ
る
だ
ろ
う
と
愉
し
み
に
し
て
い
ま
す
伯
林
の
大
学
の
ご
た
ご
た
、
ば
か
ば
か
し
き
こ
と
少
か
ら
ず
。
し
か
し
欧
洲
は
休
暇
に
は
よ
い
と
こ
ろ
で
す
過
日
K
arajan（
C
hrista
Ludw
ig）
で
D
as
Lied
von
der
E
rde〔
マ
ー
ラ
ー
作
曲
「
大
地
の
歌
」〕
を
聞
き
、
B
erlin
Philの
音
さ
す
が
に
よ
く
ひ
び
く
も
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
新
年
Salzburg
は
い
か
が
で
す
か
。
七
月
末
に
で
も
お
い
で
に
な
れ
ば
、
お
伴
で
き
そ
う
で
す
。
加
藤
周
一
〔
封
筒
な
し
]
〔
賀
状
、
カ
ラ
ヤ
ン
―
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
感
想
〕
岩
波
書
店
秘
書
室
の
浅
見
以
久
子
か
ら
丸
山
の
様
子
を
聞
い
て
お
り
、
三
月
に
「
熱
海
」
で
、
と
い
う
の
は
岩
波
書
店
が
所
有
し
て
い
た
別
荘
「
惜
櫟
荘
」
で
、
お
会
い
で
き
る
で
し
ょ
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
惜
櫟
荘
」
に
つ
い
て
は
、
竹
田
行
之
氏
の
註
が
本
『
報
告
』
第
九
号
一
五
二
頁
に
載
る
。
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
「
ご
た
ご
た
」
に
つ
い
て
は
〇
一
三
の
註
に
触
れ
た
。
カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
の
マ
ー
ラ
ー
『
大
地
の
歌
』（
独
唱
：
ク
リ
ス
タ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
）
は
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
四
日
、一
五
日
に
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
演
奏
さ
れ
た
。
加
藤
は
同
月
一
五
日
に
聴
い
て
い
る
。
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〇
一
五
一
九
七
九
年
一
月
二
六
日
G
enève,26.
1.
79
丸
山
眞
男
様
御
手
紙
拝
見
。〝
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
〞
の
抜
刷
も
拝
受
し
ま
し
た
。
超
歴
史
的
な
立
場
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
信
条
の
領
域
の
問
題
で
し
ょ
う
か
。
歴
史
的
な
存
在
拘
束
性
は
、
知
識
の
領
域
（
the
exploration
of
w
hich
so
far
is
lim
ited,ofcourse〔
そ
の
探
求
に
は
、
も
ち
ろ
ん
限
り
が
あ
る
〕）
に
属
す
る
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
理
論
上
、
信
条
の
体
系
が
歴
史
的
な
存
在
拘
束
性
を
逃
れ
る
わ
け
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
拘
束
性
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
、
ま
た
は
少
く
と
も
わ
か
り
に
く
い
。
ど
う
も
二
元
論
的
に
考
え
る
他
は
な
い
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
超
歴
史
的
な
軸
と
、
歴
史
的
な
軸
と
の
交
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
存
在
が
位
置
す
る
（
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
）
と
い
う
風
に
。
も
う
一
つ
。〝
prototype
＝
古
層
＝
basso
ostinato〞
の
こ
と
も
ま
た
あ
ら
た
め
て
考
え
ま
し
た
。
小
生
の
日
本
文
学
史
序
説
で
は
〝
土
着
世
界
観
〞
で
す
。
世
界
観
よ
り
fram
e
ofreference〔
参
照
枠
組
〕
の
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
prim
o〔
第
一
に
〕、
こ
れ
は
日
本
思
想
史
の
方
法
な
の
か
（
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
有
効
だ
と
思
い
ま
す
）。
思
想
史
一
般
の
方
法
で
も
あ
り
得
る
の
か
。
い
つ
か
お
め
に
か
か
っ
た
と
き
に
御
教
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Secóndo〔
第
二
に
〕、〝
古
層
〞
認
識
の
方
法
に
つ
い
て
。
外
国
の
影
響
以
前
の
状
況
と
併
用
し
て
、
外
国
の
影
響
の
日
本
化
の
方
向
か
ら
の
推
察
が
日
本
政
治
思
想
史
に
よ
く
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
外
来
思
想
の
方
向
と
力
の
大
き
さ
、
そ
の
日
本
化
の
方
向
と
力
の
大
き
さ
を
観
察
す
れ
ば
、
外
来
思
想
に
働
い
た
古
層
の
意
識
の
方
向
と
大
き
さ
を
推
定
で
き
る
で
し
ょ
う
（
vector〔
ベ
ク
ト
ル
〕
合
成
）。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
い
つ
か
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
G
enève
の
大
学
は
一
年
契
約
で
、
授
業
は
３
月
日
頃
終
り
ま
す
。
そ
れ
か
20
ら
少
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
廻
り
、
東
南
ア
ジ
ア
（
B
angkok）
経
由
で
４
月
日
頃
20
に
東
京
へ
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
は
〝
audit〔
聴
講
者
〕〞
が
多
く
、
日
本
語
の
程
度
は
ま
だ
低
い
け
れ
ど
、
知
的
に
は
〝
sophisticated〞
な
人
た
ち
が
い
て
、
大
い
に
愉
し
み
ま
し
た
。
市
内
に
あ
ま
り
大
し
た
刺
戟
な
し
、
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
真
中
で
、
ど
こ
へ
出
か
け
る
に
も
便
利
で
す
。
お
元
気
で
。
奥
様
に
よ
ろ
し
く
。
加
藤
周
一
Ｐ
．Ｓ
．
天
下
の
形
勢
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
よ
う
で
す
ね
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
プ
ラ
ー
ハ
の
次
に
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
が
来
た
の
で
は
、
い
か
に
も
う
ま
く
な
い
こ
と
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
党
は
分
裂
傾
向
が
強
く
出
て
い
る
し
、
共
産
党
は
党
内
の
少
数
意
見
の
処
理
に
相
変
ら
ず
モ
タ
モ
タ
し
て
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
も
近
く
か
ら
み
れ
ば
、
問
題
山
積
で
、
歴
史
的
妥
協
の
功
罪
も
俄
に
断
じ
難
し
。
一
般
に
西
欧
で
の
左
翼
は
、
後
退
の
兆
が
あ
き
ら
か
で
す
。
〔
矢
島
筆
〕〝
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
〞
は
、
し
ろ
う
と
の
目
か
ら
見
て
も
、
日
本
の
学
者
の
多
く
が
触
れ
ず
に
過
し
て
い
る
領
域
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
貴
重
― 48 ―
な
論
考
と
し
て
、
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
地
の
日
本
学
者
が
、
日
本
人
の
あ
る
歴
史
学
者
に
、「
あ
な
た
の
方
法
は
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
碩
学
が
つ
い
に
答
え
て
く
れ
な
か
っ
た
―
と
い
う
不
満
を
き
か
さ
れ
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
…
…
秋
学
期
か
ら
始
め
た
日
本
語
教
師
も
、
慣
れ
て
き
て
、
面
白
く
授
業
し
て
お
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
系
の
人
た
ち
は
文
法
中
心
に
習
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
で
、
こ
と
こ
ま
か
な
文
法
上
の
追
究
に
会
う
と
、
そ
の
た
び
に
こ
じ
つ
け
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
奥
様
に
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
ま
せ
。
矢
島
翠
﹇
封
筒
表
﹈
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シ
ー
ル
に
印
字
]
〔「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
」
へ
の
コ
メ
ン
ト
〕
『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
」
の
抜
刷
が
送
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
御
礼
と
読
後
感
想
が
綴
ら
れ
た
。
丸
山
の
思
想
史
に
お
け
る
〈
prototype〉
と
し
て
の
「
古
層
」
に
対
し
て
、
加
藤
の
日
本
文
学
史
に
お
け
る
〈
prototype〉
は
「
土
着
世
界
観
」
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
ふ
た
つ
の
問
題
を
提
起
す
る
。
ひ
と
つ
は
、「
古
層
」
は
思
想
史
一
般
の
方
法
で
あ
り
得
る
の
か
。
も
う
ひ
と
つ
が
「
古
層
」
と
は
何
か
を
認
識
す
る
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
外
来
思
想
の
方
向
と
力
の
大
き
さ
、
そ
の
日
本
化
の
方
向
と
力
の
大
き
さ
を
観
察
す
れ
ば
、
外
来
思
想
に
働
い
た
古
層
の
意
識
の
方
向
と
大
き
さ
を
推
定
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
加
藤
は
問
題
提
起
す
る
が
、
こ
の
方
法
は
加
藤
が
『
日
本
文
学
史
序
説
』
に
使
っ
た
方
法
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
丸
山
の
見
解
を
聞
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
両
者
を
論
じ
た
も
の
に
田
口
富
久
治
の
「
丸
山
眞
男
の
「古
層
論
」と
加
藤
周
一
の
「土
着
世
界
観
」」（『
丸
山
眞
男
と
マ
ル
ク
ス
の
は
ざ
ま
で
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
に
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
在
任
し
た
。
単
位
の
取
得
を
目
的
と
し
な
い
聴
講
生
が
多
い
授
業
だ
っ
た
が
、
優
秀
な
学
生
も
い
て
、
授
業
を
愉
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
で
の
責
任
を
果
た
し
た
加
藤
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
を
廻
っ
て
、
再
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
戻
り
、
バ
ン
コ
ク
を
経
由
し
て
四
月
二
三
日
に
東
京
へ
戻
っ
た
。
「
天
下
の
形
勢
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
」
と
い
う
の
は
、
社
会
主
義
国
に
よ
る
外
国
に
対
す
る
武
力
行
使
に
つ
い
て
の
加
藤
の
意
見
で
あ
る
。「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
」
と
は
一
九
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
を
意
味
し
、「
プ
ラ
ー
ハ
」
と
は
一
九
六
八
年
の
ソ
連
軍
に
よ
る
プ
ラ
ハ
侵
攻
を
い
い
、「
プ
ノ
ン
ペ
ン
」
と
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
軍
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
侵
攻
し
、
一
九
七
九
年
一
月
に
は
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
占
領
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
以
降
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
一
九
九
一
年
の
和
平
協
定
成
立
ま
で
、
内
戦
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
プ
ラ
ハ
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
…
…
ほ
ぼ
一
〇
年
余
ご
と
に
起
き
る
社
会
主
義
国
に
よ
る
外
国
に
対
す
る
武
力
鎮
圧
を
、
加
藤
は
憂
え
た
。
「
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
党
の
分
裂
傾
向
」
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
左
翼
は
社
共
共
闘
時
代
で
あ
る
が
、
社
会
党
内
の
路
線
闘
争
が
激
し
く
な
り
、
党
の
分
裂
危
機
を
招
い
て
い
た
こ
と
を
指
す
。
一
九
七
四
年
の
大
統
領
選
挙
に
左
翼
統
一
候
補
と
し
て
立
候
補
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
、
保
守
派
の
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
に
敗
北
し
、
一
九
七
八
年
の
総
選
挙
で
も
左
翼
連
合
は
敗
北
し
た
。
こ
う
い
う
な
か
で
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
ロ
カ
ー
ル
の
あ
い
だ
で
路
線
闘
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
た
。
「
共
産
党
は
党
内
の
少
数
意
見
の
処
理
に
相
変
ら
ず
モ
タ
モ
タ
し
て
」
い
る
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
親
ソ
連
の
姿
勢
が
根
強
く
み
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
く
共
産
党
を
指
導
し
た
ト
レ
ー
ズ
が
亡
く
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
姿
勢
か
ら
離
れ
、
一
九
七
六
年
に
は
プ
ロ
― 49 ―
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
放
棄
し
、
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ム
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
党
内
が
完
全
に
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
「
処
理
に
相
変
ら
ず
モ
タ
モ
タ
」
し
て
い
る
と
加
藤
は
表
現
し
た
。
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
共
産
党
は
、
一
九
五
六
年
に
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
書
記
長
が
構
造
改
革
路
線
を
唱
え
て「
社
会
主
義
へ
の
イ
タ
リ
ア
の
道
」を
歩
み
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
の
ち
の「
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ム
」
の
先
駆
と
な
る
が
、
一
九
七
三
年
に
ベ
ル
リ
ン
ゲ
ル
書
記
長
は
、
中
道
右
派
か
ら
中
道
左
派
に
転
じ
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と
の
「
歴
史
的
妥
協
」
を
主
張
し
て
連
合
関
係
を
結
ん
だ
。
こ
の
連
合
は
成
立
当
初
か
ら
困
難
に
直
面
し
、
結
局
は
失
敗
に
終
わ
る
が
、
加
藤
は
「
歴
史
的
妥
協
の
功
罪
も
俄
に
断
じ
難
し
」
と
捉
え
た
。
〇
一
六
一
九
七
九
年
六
月
二
九
日
（
消
印
）
〔
自
宅
へ
の
地
図
の
た
め
省
略
〕
環
８
を
上
野
毛
駅
前
信
号
か
ら
第
三
京
浜
入
口
の
方
へ
向
っ
て
、
200m
ば
か
り
、
最
初
の
信
号
を
左
へ
曲
っ
て
右
側
で
す
。
７
月
６
日
（
金
）
630〜
700p.m
.に
お
待
ち
し
ま
す
。
電
車
の
場
合
、
東
横
線
田
園
調
布
駅
、
進
行
方
向
へ
向
っ
て
、
右
側
へ
出
て
下
さ
れ
ば
、
自
動
車
で
お
迎
え
し
ま
す
。
700p.m
.そ
の
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
を
下
さ
い
。（
R
on
D
ore
も
700p.m
.で
す
）
﹇
葉
書
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
二
―
四
四
―
五
丸
山
眞
男
様
〔
速
達
〕
世
田
谷
区
上
野
毛
一
―
八
―
一
六
加
藤
周
一
〔
加
藤
宅
へ
の
案
内
図
〕
丸
山
を
自
宅
へ
招
き
、
交
通
手
段
を
報
せ
る
。
Ｒ
・
Ｐ
・
ド
ー
ア
氏
も
呼
ん
だ
こ
と
を
告
げ
る
。
〇
一
七
一
九
八
〇
年
四
月
二
〇
日
．４
．
20
80
C
alifornia
か
ら
は
じ
め
て
３
週
間
ほ
ど
３
〜
４
の
大
学
な
ど
で
喋
っ
て
今
Ｓ
．Ｆ
．の
空
港
か
ら
H
aw
ai
経
由
で
東
京
へ
戻
る
と
こ
ろ
で
す
。
旅
興
行
の
間
に
感
じ
た
こ
と
は
、
米
国
の
保
守
化
傾
向
と
、
そ
の
意
味
で
の
日
米
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
提
携
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
話
し
た
米
国
人
の
多
く
は
、
R
eagan
氏
が
秋
に
選
挙
で
勝
つ
可
能
性
を
ま
じ
め
に
考
え
だ
し
て
い
る
よ
う
で
悲
観
的
で
し
た
。
A
fghanistan
は
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
問
題
に
還
元
さ
れ
た
る
が
如
し
、
Iran
の
人
質
の
方
が
一
般
の
人
の
関
心
の
中
心
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。
御
元
気
で
。
そ
の
う
ち
〝
著
作
集
〞
の
月
報
の
御
礼
に
参
上
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
藤
周
一
Ｐ
．Ｓ
．
M
etropolitan
の
〝
後
宮
よ
り
の
逃
走
〞
ま
ず
ま
ず
と
い
う
と
こ
ろ
。
Ｓ
．Ｆ
．
の
la
G
ioconda
も
す
ぐ
Ｔ
Ｖ
で
き
き
ま
し
た
（
Scotto,Pavarotti）
﹇
葉
書
右
欄
﹈
Prof.M
aruyam
a
M
asao
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
T
okyo
JA
PA
N
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〔
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
訪
問
所
感
〕
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
講
演
し
た
と
い
う
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
講
演
は
未
確
認
だ
が
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
な
ど
で
講
演
し
た
。
合
衆
国
の
保
守
化
傾
向
が
、
秋
の
大
統
領
選
で
、
現
職
の
カ
ー
タ
ー
大
統
領
を
破
っ
て
、
レ
ー
― 50 ―
ガ
ン
が
勝
利
す
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
、
ま
た
実
際
に
勝
利
し
た
の
だ
ろ
う
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
ソ
連
軍
が
侵
入
し
た
の
は
一
九
七
九
年
一
二
月
で
あ
る
が
、
早
く
も
一
九
八
〇
年
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
五
輪
大
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
以
降
、
西
側
諸
国
で
は
次
々
と
五
輪
大
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
事
態
と
な
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
は
五
輪
問
題
に
矮
小
化
さ
れ
て
い
く
。
「
Iran
の
人
質
」
と
は
同
年
四
月
に
起
き
た
在
テ
ヘ
ラ
ン
大
使
館
員
救
出
作
戦
に
失
敗
し
た
こ
と
を
指
す
。
一
九
七
九
年
に
宗
教
的
指
導
者
の
ホ
メ
イ
ニ
が
政
治
権
力
を
握
り
、
イ
ラ
ン
革
命
が
進
む
と
ア
メ
リ
カ
と
の
対
立
が
激
し
く
な
っ
た
。
同
年
一
二
月
に
ア
メ
リ
カ
大
使
館
が
学
生
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
大
使
館
員
ら
が
人
質
と
し
て
捕
え
ら
れ
た
。
一
九
八
〇
年
四
月
に
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
イ
ラ
ン
と
の
国
交
断
絶
を
発
表
し
、人
質
救
出
作
戦
を
試
み
た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
ソ
連
軍
の
侵
入
も
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
占
拠
や
救
出
作
戦
の
失
敗
も
、
カ
ー
タ
ー
政
権
に
と
っ
て
は
向
か
い
風
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
世
論
は
保
守
化
し
て
い
く
。
「〝
著
作
集
〞
の
月
報
」
と
は
、
丸
山
が
書
い
た
「
文
学
史
と
思
想
史
に
つ
い
て
―
Ｗ
君
と
の
雑
談
」（
著
作
集
第
五
巻
、
一
九
八
〇
、
丸
山
眞
男
集
第
十
一
巻
所
収
）
を
指
す
。
こ
れ
は
「
Ｗ
君
と
の
雑
談
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
丸
山
の
独
説
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
独
説
か
ら
も
離
れ
て
丸
山
が
あ
ら
た
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
独
説
の
記
録
は
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
三
巻
に
「『
加
藤
周
一
著
作
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
公
演
『
後
宮
か
ら
の
逃
走
』
は
同
年
四
月
に
上
演
さ
れ
、
加
藤
は
四
月
八
日
に
観
た
。
こ
の
公
演
の
指
揮
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
ヴ
ァ
イ
ン
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
エ
ダ
‐
ピ
エ
ー
ル
（
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
）、
ジ
ョ
ン
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
（
ベ
ル
モ
ン
テ
）、
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
バ
ト
ル
（
ブ
ロ
ン
デ
）
が
出
演
し
た
。
一
方
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
歌
劇
場
公
演
の
、
ポ
ン
キ
エ
ル
リ
作
曲
『
ラ
・
ジ
ョ
コ
ン
ダ
』
を
Ｔ
Ｖ
で
観
た
の
だ
ろ
う
。
指
揮
者
は
不
詳
、
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
レ
ナ
ー
タ
・
ス
コ
ッ
ト
が
、
グ
リ
マ
ル
ド
を
ル
チ
ア
ー
ノ
・
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
が
歌
っ
た
。
〇
一
八
一
九
八
六
年
一
月
五
日
（
消
印
）
謹
賀
新
年
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
〔
矢
島
筆
〕
御
年
賀
状
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
映
画
を
見
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
第
三
世
界
乃
至
欧
州
の
周
縁
地
域
（
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
）
の
作
者
が
先
進
国
の
映
画
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。
お
二
人
の
御
健
康
を
心
か
ら
祈
り
つ
つ
、
―
加
藤
周
一
矢
島
翠
﹇
封
筒
表
﹈
丸
山
眞
男
様
ゆ
か
り
様
〒
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
180
44
﹇
封
筒
裏
﹈
加
藤
周
一
矢
島
翠
世
田
谷
区
上
野
毛
１
―
８
―
158
16
〔
賀
状
、
朝
日
賞
受
賞
祝
い
〕
丸
山
の
年
賀
状
に
対
す
る
返
礼
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
度
朝
日
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
る
。
映
画
に
関
す
る
文
は
矢
島
翠
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
が
、
一
高
時
代
に
映
画
演
劇
研
究
会
に
所
属
し
た
加
藤
は
、
晩
年
に
至
る
ま
で
映
画
や
演
劇
を
好
ん
だ
。
こ
の
頃
注
目
さ
れ
て
い
た
映
画
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
テ
オ
・
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
の
『
旅
芸
人
の
記
録
』（
一
九
七
五
）
や
『
シ
テ
ー
ル
島
へ
の
船
出
』（
一
九
八
四
）
が
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
モ
ド
バ
ル
の
『
バ
チ
当
た
り
の
修
道
院
の
最
期
』（
一
九
八
三
）
な
ど
が
あ
る
。
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
に
つ
い
て
、
加
藤
は
何
回
か
執
筆
し
て
い
る
。
― 51 ―
〇
一
九
一
九
八
六
年
四
月
二
七
日
．４
．
27
86
丸
山
眞
男
様
そ
の
後
い
か
が
で
す
か
。
こ
れ
は
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
御
見
舞
い
の
は
が
き
で
す
。今
月
日
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
来
て
い
ま
す
。（
翠
は
５
月
７
日
に
来
る
は
ず
で
23
す
）。
７
月
中
頃
ま
で
。
か
ね
て
覚
悟
の
と
お
り
、
一
方
で
は
、
生
水
が
飲
め
ず
、
停
電
が
よ
く
あ
り
、
他
方
で
は
、
国
際
電
話
が
自
動
式
で
よ
く
通
じ
る
と
い
う
具
合
、
im
balance
の
め
だ
つ
と
こ
ろ
で
す
。
図
〔
図
版
３
〕
は
紀
元
前
の
（
何
世
紀
で
あ
る
か
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
）
surréalism
e
と
で
も
い
う
べ
き
か
。
ど
う
か
御
大
切
に
。
何
と
か
東
京
の
冬
を
避
け
る
工
夫
を
し
て
い
た
だ
く
と
よ
か
ろ
う
と
願
っ
て
い
ま
す
。
加
藤
周
一
﹇
葉
書
右
欄
﹈
Professor
&
M
rs.M
aruyam
a
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
44
T
okyo
〒
180
JA
PO
N
〔
メ
キ
シ
コ
訪
問
所
感
〕
四
月
か
ら
七
月
ま
で
、
メ
キ
シ
コ
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
に
着
い
た
直
後
に
書
か
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
で
遺
跡
や
美
術
館
を
観
て
歩
き
、
そ
の
見
聞
は
日
本
美
術
史
を
主
題
と
す
る
『
日
本
そ
の
心
と
か
た
ち
』（
〇
二
〇
参
照
）
に
も
活
か
さ
れ
る
。
〇
二
〇
一
九
八
八
年
（
消
印
）
暖
冬
快
晴
の
元
旦
、
お
元
気
で
す
か
。
ス
イ
ス
・
ロ
マ
ン
ド
の
ラ
ヴ
ェ
ル
（
Ｔ
Ｖ
）
が
鮮
か
で
し
た
（
私
た
ち
が
C
oncertH
al
で
聞
い
た
の
は
、
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
）。
近
頃
の
新
聞
の
言
葉
で
、
何
だ
か
意
味
の
わ
か
ら
ぬ
の
は
、〝
国
際
化
〞
と
〝
外
交
の
中
曽
根
〞。
要
す
る
に
〝
米
国
追
随
〞
と
〝
テ
レ
ビ
の
中
曽
根
〞
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
十
月
北
京
大
学
へ
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
若
い
人
の
（
大
学
生
の
）
対
日
批
判
は
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
今
美
術
史
の
こ
と
で
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
平
凡
社
の
本
）
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。
― 52 ―
図版３
そ
の
う
ち
岩
波
の
内
藤
さ
ん
と
お
め
に
か
か
れ
ば
幸
で
す
。
加
藤
周
一
〔
矢
島
筆
〕元
日
に
衝
撃
的
な
福
沢
の
こ
と
ば
に
出
会
い
ま
し
た
。
お
二
方
と
も
、
お
元
気
で
―
矢
島
翠
﹇
葉
書
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
丸
山
眞
男
様
ゆ
か
里
様
180
44
東
京
世
田
谷
上
野
毛
一
ノ
八
ノ
一
六
加
藤
周
一
〔
ス
タ
ン
プ
]
〔
賀
状
、
中
国
の
大
学
生
の
対
日
批
判
に
つ
い
て
〕
Ｔ
Ｖ
の
「
ス
イ
ス
・
ロ
マ
ン
ド
の
ラ
ヴ
ェ
ル
」
と
は
、
同
年
元
旦
朝
一
〇
時
か
ら
放
送
さ
れ
た
「
来
日
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
特
集
」
で
あ
り
、
こ
の
番
組
で
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ン
の
指
揮
で
、
ス
ペ
イ
ン
狂
詩
曲
な
ど
が
ス
イ
ス
・
ロ
マ
ン
ド
管
弦
楽
団
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。
加
藤
が
聴
い
た
と
い
う
〈
C
oncert
H
al〉
は
、
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
だ
っ
た
ろ
う
。
世
に
い
う「
国
際
化
」と
は「
ア
メ
リ
カ
化
」だ
と
い
う
意
見
を
加
藤
は
繰
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
。
一
九
八
七
年
秋
に
北
京
大
学
を
訪
れ
「
日
中
比
較
文
学
検
討
」
に
参
加
し
た
。
「
美
術
史
」
と
は
、『
日
本
そ
の
心
と
か
た
ち
』（
全
一
〇
巻
）
の
こ
と
で
あ
る
。
前
半
の
五
巻
は
一
九
八
七
年
一
一
月
に
、
後
半
の
五
巻
は
一
九
八
八
年
三
月
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
放
送
さ
れ
、
同
時
に
平
凡
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
「
岩
波
の
内
藤
さ
ん
」
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
や
『
日
本
近
代
思
想
大
系
』
の
担
当
編
集
者
で
あ
っ
た
内
藤
佼
子
氏
で
あ
り
、
加
藤
の
信
頼
が
も
っ
と
も
厚
か
っ
た
編
集
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。『
日
本
近
代
思
想
大
系
』
の
「
翻
訳
」
の
巻
は
丸
山
と
加
藤
が
担
当
し
て
お
り
、
編
集
を
務
め
た
「
内
藤
さ
ん
と
お
め
に
か
か
れ
ば
幸
で
す
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
〇
二
一
一
九
八
九
年
一
月
一
日
１
９
８
９
年
元
日
暮
も
お
し
迫
っ
て
か
ら
、〝
近
代
思
想
大
系
〞
の
〝
文
体
〞
の
解
説
を
、
ど
う
や
ら
書
き
終
え
て
、
タ
イ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
北
は
チ
ェ
ン
マ
イ
、
東
北
は
カ
ン
ボ
ジ
ャ
国
境
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
、
素
晴
し
い
旅
で
し
た
。
１
月
〜
３
月
は
、
U
niv.ofC
alif.,D
avis
へ
出
か
け
ま
す
。
４
月
に
ま
た
お
め
に
か
か
る
の
を
愉
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
お
二
人
と
も
カ
ゼ
を
ひ
か
ず
、
冬
を
越
さ
れ
る
よ
う
に
！
加
藤
周
一
出
発
ま
で
に
、
代
替
わ
り
と
我
が
国
民
の
反
応
を
見
届
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
果
た
し
て
…
…
御
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。矢
島
翠
﹇
葉
書
上
欄
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
丸
山
眞
男
様
ゆ
か
里
様
44
〔
賀
状
、
タ
イ
旅
行
に
つ
い
て
〕
『
日
本
近
代
思
想
大
系
』
第
一
六
巻
「
文
体
」
に
「
明
治
初
期
の
文
体
」（
著
作
集
第
一
八
巻
、
自
選
集
第
八
巻
所
収
）
を
執
筆
し
た
。
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
「
日
本
美
術
に
関
す
る
講
演
」
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
折
り
に
タ
イ
の
各
地
を
訪
ね
た
（
一
二
月
一
五
日
か
ら
二
三
日
ま
で
）
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
「
代
替
わ
り
」
と
は
、
昭
和
天
皇
か
ら
現
天
皇
へ
の
皇
位
継
承
を
指
す
。
加
藤
は
昭
和
天
皇
の
逝
去
前
後
の
メ
デ
ィ
ア
や
人
び
と
の
反
応
を
注
視
し
て
い
た
。
公
に
さ
れ
た
反
応
を
「
日
本
帝
国
諸
般
の
事
情
」
と
い
う
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
遺
し
た
。
そ
こ
に
は
日
本
を
代
表
す
る
新
聞
社
の
「
東
京
創
業
百
年
」
の
記
念
式
典
を
「
諸
般
の
事
情
に
よ
り
」
中
止
す
る
旨
の
社
長
名
に
よ
る
挨
拶
状
も
入
っ
て
い
る
。
「
白
玉
椿
」
の
絵
葉
書
（
次
頁
の
図
版
４
）
を
使
っ
て
い
る
が
、
加
藤
は
小
さ
な
花
に
限
り
な
い
愛
着
を
覚
え
る
心
性
を
も
つ
。
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〇
二
二
一
九
九
〇
年
一
月
一
日
（
消
印
）
東
欧
の
独
裁
政
権
を
ソ
聯
が
支
援
し
な
い
方
針
を
と
る
と
、
忽
ち
大
変
動
が
ま
き
お
こ
っ
た
、
と
い
う
状
況
を
見
て
、
先
頃
T
he
N
ew
Y
orker
(
)の
D
ec.4.89
〝
T
he
T
alk
ofthe
T
ow
n〞
が
、
そ
ろ
そ
ろ
米
国
も
中
米
の
独
裁
政
権
支
持
を
ひ
っ
こ
め
る
時
が
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
Panam
a
介
入
は
、
全
く
ひ
ど
い
も
の
で
す
ね
。（
こ
れ
は
一
種
の
国
内
政
策
で
し
ょ
う
け
れ
ど
）。
私
た
ち
も
今
年
の
冬
は
国
外
に
出
ず
。
東
京
は
カ
ゼ
が
大
流
行
の
気
配
な
の
で
、
東
京
で
も
な
る
べ
く
外
出
を
控
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
御
身
体
御
大
切
に
。
御
二
人
の
御
健
勝
を
願
っ
て
い
ま
す
。
加
藤
周
一
〔
矢
島
筆
〕
あ
の
R
om
ania
さ
え
変
化
し
た
の
に
、
日
本
は
？
と
思
い
ま
す
。
御
二
方
と
も
、
御
身
く
れ
ぐ
れ
も
御
大
切
に
。
翠
﹇
葉
書
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
丸
山
眞
男
様
ゆ
か
り
様
44
〔
賀
状
、
東
欧
情
勢
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ナ
マ
介
入
に
つ
い
て
〕
一
九
八
八
年
に
ソ
連
邦
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
訪
問
し
た
と
き
に
「
新
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
宣
言
」
を
発
表
し
、
一
九
六
八
年
の
プ
ラ
ハ
侵
攻
の
根
拠
と
し
た
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
「
制
限
主
権
論
」
を
否
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
東
欧
諸
国
の
民
主
化
と
自
立
が
認
め
ら
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
東
ド
イ
ツ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
で
革
命
が
進
ん
だ
。
一
方
、
中
米
の
独
裁
政
権
は
相
変
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
状
況
に
つ
い
て
、
雑
誌
《
T
he
N
ew
Y
orker》
は
批
判
し
た
。
し
か
も
、
パ
ナ
マ
の
ノ
リ
エ
ガ
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図版４
と
反
ノ
リ
エ
ガ
と
の
争
い
に
介
入
し
、
ア
メ
リ
カ
の
自
衛
権
の
発
動
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
軍
を
派
遣
し
パ
ナ
マ
に
侵
攻
さ
せ
た
の
は
、
東
欧
で
民
主
革
命
が
進
行
し
て
い
る
一
九
八
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
対
象
的
な
ふ
た
つ
の
問
題
を
比
較
す
る
の
が
、
加
藤
の
論
理
展
開
の
特
徴
で
あ
る
。
〇
二
三
一
九
九
二
年
一
二
月
一
七
日
．
．
17
12
92
丸
山
眞
男
様
御
葉
書
拝
見
。
御
健
康
ど
う
や
ら
よ
ろ
し
い
様
で
何
よ
り
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
冬
お
出
か
け
に
な
ら
な
い
方
針
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
人
の
集
る
と
こ
ろ
（
殊
に
交
通
機
関
）
は
、
咳
す
る
人
が
多
く
、
ヴ
ィ
ル
ス
に
満
ち
て
い
ま
す
。
政
界
が
ワ
イ
ロ
に
満
ち
て
い
る
よ
う
に
。
《
み
す
ず
》
で
は
原
著
者
序
お
よ
び
訳
者
序
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
中
国
語
の
〝
福
沢
諭
吉
与
日
本
近
代
化
〞
は
、
hard
cover
で
あ
る
こ
と
が
異
例
で
す
。（
な
か
み
の
紙
は
中
国
の
本
の
慣
例
で
す
け
れ
ど
）。
LE
V
IA
T
H
A
N
の
日
本
特
集
号
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
見
た
こ
と
な
し
。
R
.W
.M
üler
が
何
故
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
か
く
も
長
い
間
丸
山
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
嘆
い
て
い
ま
す
が
、全
く
そ
の
通
り
。
戦
後
日
本
の
知
的
世
界
に
つ
い
て
、
知
識
と
理
解
の
大
い
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
―
英
語
圏
で
い
く
ら
か
ま
し
で
し
ょ
う
が
―
、
仏
伊
で
も
全
く
同
じ
で
す
。御
礼
ま
で
。
加
藤
周
一
﹇
封
筒
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
二
―
四
四
―
五
丸
山
眞
男
様
180
﹇
封
筒
裏
﹈
世
田
谷
区
上
野
毛
１
―
８
―
加
藤
周
一
158
16
〔
LE
V
IA
T
H
A
N
（
独
雑
誌
）
日
本
特
集
号
送
付
の
礼
〕
『
福
沢
諭
吉
与
日
本
近
代
化
』
は
區
建
英
訳
で
上
海
の
学
林
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
、
丸
山
の
序
文
は
『
み
す
ず
』
一
九
九
二
年
一
〇
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。「
hard
cover
で
あ
る
こ
と
が
異
例
で
す
」
と
あ
る
が
、
中
国
の
刊
行
物
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ソ
フ
ト
カ
ヴ
ァ
ー
で
あ
り
、
加
藤
の
中
国
語
版
著
書
は
一
〇
冊
を
越
え
る
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
ソ
フ
ト
カ
ヴ
ァ
ー
で
あ
る
。
「
LE
V
IA
T
H
A
N
の
日
本
特
集
号
」（Leviathan:Zeitschrift
für
Sozialw
issenschaft,
丸
山
文
庫
）
は
、
一
九
八
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
ヴ
ォ
H
eft
2/1989.(
M
000275、
M
017108)
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
に
よ
り
丸
山
の
「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
―
一
つ
の
回
想
」〈
〉
A
ufder
Suche
nach
einer
M
ethode
der
Ideengeschichte
－
eine
E
rinnerung
が
翻
訳
さ
れ
、
ル
ド
ル
フ
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ュ
ー
レ
ル
の
論
文
〈E
inführung
in
das
〉
が
掲
載
さ
れ
た
。
ミ
ュ
ー
レ
ル
は
一
九
三
四
年
に
神
戸
で
生
ま
れ
、
一
D
enken
M
aruyam
as
九
四
七
年
ま
で
神
戸
や
芦
屋
で
過
ご
し
た
ド
イ
ツ
人
政
治
学
者
で
あ
り
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
〇
二
四
一
九
九
四
年
一
月
二
九
日
．１
．
29
94
丸
山
眞
男
様
御
無
沙
汰
し
て
い
る
う
ち
に
御
令
弟
〔
丸
山
邦
男
〕
の
訃
報
を
聞
き
ま
し
た
。
御
悔
み
申
上
げ
ま
す
。
― 55 ―
安
東
仁
兵
衛
さ
ん
よ
り
電
話
、
御
病
気
の
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
病
と
の
戦
い
に
精
神
的
支
援
を
送
り
ま
す
。
大
雪
の
朝
、
窓
外
に
梅
花
あ
り
。
雪
に
屈
せ
ず
花
の
活
々
と
し
て
い
る
の
を
眺
め
な
が
ら
。
加
藤
周
一
Ｐ
．Ｓ
．
奥
様
に
よ
ろ
し
く
。
矢
島
翠
も
御
快
方
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
﹇
封
筒
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
二
―
四
四
―
五
丸
山
眞
男
様
180
﹇
封
筒
裏
﹈
加
藤
周
一
世
田
谷
、
上
野
毛
１
―
８
―
16
158
〔
丸
山
邦
男
訃
報
へ
の
弔
辞
〕
丸
山
の
弟
邦
男
の
訃
報
が
届
き
、
そ
の
直
後
に
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
安
東
仁
兵
衛
か
ら
丸
山
が
一
月
一
〇
日
に
入
院
し
二
〇
日
に
退
院
し
た
こ
と
も
告
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
〇
二
五
一
九
九
四
年
五
月
二
七
日
丸
山
眞
男
様
．
．
27
5
94
御
病
状
を
お
報
せ
下
さ
り
、
ま
こ
と
に
有
難
く
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。〝
コ
ブ
〞
の
件
、
近
頃
の
吉
報
で
す
。
こ
れ
が
腫
瘍
で
な
か
っ
た
の
で
一
安
心
で
す
。
小
生
は
こ
の
春
東
奔
西
走
し
て
い
ま
し
た
。
北
京
大
学
に
６
週
間
。
４
月
末
に
帰
っ
て
か
ら
、
東
京
に
５
日
ば
か
り
い
て
、
巴
里
へ
行
き
―
こ
れ
は
〝
世
界
〞
と
〝
Le
M
onde
D
iplom
atique〞
の
共
催
と
い
う
こ
と
で
、
high
technology
を
、
ど
こ
ま
で
、
い
か
に
、
民
主
的
に
controlで
き
る
か
、
と
い
う
話
―
、
B
ruxeles
で
一
度
喋
っ
て
、
日
ば
か
り
、
東
京
へ
戻
っ
て
か
ら
ち
ょ
っ
と
京
都
10
へ
行
っ
て
、
よ
う
や
く
東
京
に
落
着
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
北
京
の
変
り
様
は
激
し
。
一
年
で
様
変
り
と
い
う
感
じ
で
す
。
高
層
建
築
、
自
動
車
道
路
、
工
場
な
ど
の
建
設
、
自
動
車
の
増
加
と
trafic
jam
、
食
糧
を
含
め
て
日
用
品
の
豊
富
な
ど
。
大
学
生
や
教
師
な
ど
現
政
権
に
批
判
的
な
人
た
ち
―
批
判
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
―
で
も
、
米
国
の
圧
力
（
最
恵
国
待
遇
問
題
な
ど
）
に
対
す
る
反
撥
は
、
強
い
よ
う
で
す
。
内
政
干
渉
と
い
う
こ
と
と
、
圧
力
が
自
由
化
政
策
を
か
え
っ
て
ひ
き
締
め
に
転
じ
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
怖
れ
。
C
linton
の
対
中
国
政
策
は
、
外
交
政
策
と
し
て
何
か
の
効
果
を
期
待
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
対
内
政
策
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
国
内
で
の
評
判
は
大
分
わ
る
く
な
っ
て
い
る
に
し
て
も
。
先
日
R
on
D
ore
と
N
ancy
に
会
い
ま
し
た
。
R
on
は
元
気
そ
う
で
し
た
が
、
N
ancy
は
歩
く
の
に
苦
し
そ
う
で
し
た
。
元
岩
波
の
内
藤
佼
子
さ
ん
に
は
北
京
で
会
い
ま
し
た
。
停
年
退
職
の
後
中
国
語
を
習
っ
て
、
現
代
小
説
を
読
み
、
そ
こ
に
出
て
く
る
場
所
を
ひ
と
り
で
訪
ね
て
歩
く
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
お
ど
ろ
く
べ
き
元
気
！
こ
れ
は
全
く
の
雑
談
で
す
。
読
み
す
て
て
、
ど
う
か
御
返
事
無
用
と
お
考
え
下
さ
い
。
い
ず
れ
御
迷
惑
の
気
配
が
な
け
れ
ば
、
御
見
舞
・
雑
談
に
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
奥
様
に
よ
ろ
し
く
。
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加
藤
周
一
﹇
封
筒
表
﹈
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
丸
山
眞
男
様
180
44
﹇
封
筒
裏
﹈
加
藤
周
一
世
田
谷
区
上
野
毛
１
―
８
―
158
16
〔
病
気
見
舞
い
、
北
京
訪
問
所
感
〕
肝
臓
が
ん
の
症
状
に
関
す
る
丸
山
の
報
告
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
。
な
ん
ら
か
コ
ブ
状
の
も
の
が
現
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、が
ん
の
症
状
と
し
て
の
し
こ
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
加
藤
は
喜
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
加
藤
が
こ
の
書
簡
を
投
函
し
た
日
に
丸
山
は
東
京
女
子
医
科
大
学
消
化
器
セ
ン
タ
ー
へ
入
院
し
た
。
加
藤
が
集
中
講
義
の
た
め
に
北
京
大
学
を
訪
ね
た
の
は
同
年
三
月
一
六
日
か
ら
四
月
三
〇
日
ま
で
で
あ
る
。
お
よ
そ
六
週
間
の
滞
在
だ
っ
た
。
北
京
か
ら
戻
っ
て
五
月
六
日
に
東
京
を
発
っ
て
パ
リ
に
向
か
い
、『
世
界
』
と
《
L
e
M
onde
D
iplom
atique》
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
。
再
び
東
京
に
戻
る
の
が
同
月
一
九
日
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
北
京
の
街
の
様
変
わ
り
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
一
年
を
隔
て
て
北
京
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
変
わ
り
よ
う
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
変
化
の
速
度
は
、
高
度
成
長
期
の
東
京
で
見
ら
れ
た
変
化
の
速
度
以
上
で
あ
っ
た
。
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
以
降
、
米
中
関
係
は
人
権
問
題
や
チ
ベ
ッ
ト
問
題
で
冷
え
て
い
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
も
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
も
、
中
国
に
対
す
る
最
恵
国
待
遇
を
条
件
付
き
で
な
け
れ
ば
延
長
を
認
め
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
人
権
問
題
と
切
り
離
し
て
対
中
国
の
最
恵
国
待
遇
を
延
長
し
た
の
は
、
こ
の
書
簡
が
投
函
さ
れ
る
前
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
対
す
る
強
い
姿
勢
で
臨
ん
だ
の
は
、
加
藤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
世
論
に
強
く
あ
っ
た
中
国
に
対
す
る
不
信
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
元
岩
波
の
内
藤
佼
子
さ
ん
」
に
つ
い
て
は
〇
二
〇
で
註
し
た
。
〇
二
六
一
九
九
四
年
七
月
二
五
日
７
月
日
、
１
９
９
４
25
御
手
紙
拝
見
。
明
か
な
事
態
の
好
転
、
―
実
に
吉
報
で
す
。
私
ど
も
も
か
げ
な
が
ら
大
い
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
て
、
御
祝
の
言
葉
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ま
す
ま
す
御
元
気
で
。
加
藤
周
一
〔
矢
島
筆
〕
奥
様
の
御
健
康
、
い
か
が
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
異
常
に
暑
い
夏
を
凌
が
れ
て
、
お
二
人
で
さ
わ
や
か
な
、
明
る
い
秋
に
向
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。
矢
島
翠
﹇
封
筒
表
﹈
丸
山
眞
男
先
生
ゆ
か
り
様
〒
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
２
―
―
５
180
44
﹇
封
筒
裏
﹈
〒
世
田
谷
区
上
野
毛
１
―
８
―
加
藤
周
一
矢
島
翠
158
16
〔
病
状
好
転
祝
い
〕
肝
臓
が
ん
の
症
状
に
関
す
る
丸
山
の
さ
ら
な
る
報
告
が
届
き
、
そ
れ
に
対
す
る
返
信
だ
と
思
わ
れ
る
。
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収録書簡一覧
１ 1957年４月８日 『現代政治の思想と行動』送付礼状、ノーマンの訃報に接して
２ 1958年２月23日 加藤宅への案内図（ドイツ語）
３ 1958年３月３日 加藤宅訪問延期の件
４ 1958年４月１日 加藤宅訪問の件
５ 1959年９月４日 『岩波講座 日本文学史』、筑摩書房『近代日本思想史講座』の件
６ 1961年１月７日 賀状、サンフランシスコ訪問所感
７ 1961年５月２日 ニューヨークでのひとこまなど
８ 1961年９月21日 ブリティッシュ・コロンビア大学滞在の勧誘
９ 1961年10月５日 ヴァンクーヴァー滞在の勧誘
10 1961年11月22日 一月末の訪米について、米・独情勢の所感
11 1967年９月９日 残暑見舞い、欧州訪問雑感
12 1968年12月14日 Les Temps Modernes への寄稿について
13 1970年１月 賀状、独・日情勢について
14 1971年１月 賀状、カラヤン―ベルリンフィルの感想
15 1979年１月26日 「思想史の方法を模索して」へのコメント
16 1979年６月29日 加藤宅への案内図
17 1980年４月20日 アメリカ西海岸訪問所感
18 1986年１月５日 賀状、朝日賞受賞祝い
19 1986年４月27日 メキシコ訪問所感
20 1988年 賀状、中国の大学生の対日批判について
21 1989年１月１日 賀状、タイ旅行について
22 1990年１月１日 賀状、東欧情勢、アメリカのパナマ介入について
23 1992年12月17日 LEVIATHAN（独雑誌）日本特集号送付の礼
24 1994年１月29日 丸山邦男訃報への弔辞
25 1994年５月27日 病気見舞い、北京訪問所感
26 1994年７月25日 病状好転祝い
